








 同氏は、EU、中国、ブラジルは農薬に関し米国より厳しい基準を設けており、有害製品

の使用に関しトップダウンのアプローチを用いていると指摘。半面、米国では、米国環境保

護局（EPA）が制定する農薬に関する規制の数は年々減少しており、有害とされる化学物質

の使用の禁止は農薬産業の自発的な規制に頼っているとしている。 
 また同氏は、EPA について、殺虫剤規制を迅速に導入、DDT を含む多くの殺虫剤を使用

禁止にした点は評価できるが、このために多くの米国民が、実際には農薬規制の分野で米国

が後進国であるという事実が理解できていないと指摘している。 
 
○米国再生可能エネルギー容量、石炭による発電を超える 
 米国における再生可能エネルギーは、石炭よりも多量の電力を供給していることが明らか

になった。太陽光、風力、水力、バイオマス、地熱などによる発電容量は 2019 年 4 月の段

階で米国全体の 21.56％を占めていると米国連邦エネルギー規制委員会 (FERC)が発表した。

石炭による発電は 21.55％にとどまり、昨年度の 23.04％から減少した。 
 この格差は今後も広がるとみられ、FERC は再生可能エネルギーによる発電容量は毎年

1％ポイントずつ伸びており、2022 年までには全体の 25％を占める見込みとしている。今後

4 年間で風力・太陽光発電プロジェクトによる合計 186, 000 メガワットの電力の供給が期待

される。 
 石炭火力発電は過去 40 年間で最低レベルに落ち込んでおり、米国エネルギー情報局は、

石炭生産事業が最盛期を迎えていた 2008 年時点で操業していた炭鉱の半分以上が閉鎖して

いると発表。半面、自然ガスは成長を続けており、米国のエネルギー容量の 44％を占めてい

るとした。 
 
○EPA、オバマ政権の発電規制の代替案を発表 
 トランプ政権は温室効果ガス排出規制の管理を各州に委ね、発電所における高効率化は推

進しないと発表した。この決定は 30 日以内に実施されると見られ、オバマ政権時に制定さ

れたクリーンパワー・プランを撤回するというトランプ大統領の公約を果たす形となる。 
 クリーンパワー・プランとは、2015 年 8 月に米国オバマ政権時に米国環境保護庁（EPA）

が発表した電力事業者向けの二酸化炭素排出削減に関する政策である。この政策でEPAは、

各州で発電事業所の二酸化炭素排出量を 2030 年までに 2005 年より 32％削減させることを

目標に掲げていた。 
 EPA は、米国民は信頼性が高く、かつ低価格のエネルギーを望んでいるとし、化石燃料は

今後もエネルギー供給において重要な役割を果たすという事実に変わりはなく、今回の決定

は「よりクリーンな石炭発電技術」の開発を促進すると述べた。 
 トランプ政権による「適正価格のクリーン・エネルギー」（ACE）規制は、排ガスの減少

を目的としているが、厳密な数値には言及しておらず、各州が二酸化炭素や温室効果ガスの

規制目標をそれぞれ設定している。 
 
○改良ポリマーを用いて廃熱エネルギーを捉える方法 
 ある公式の推定によると、アメリカの製造業、運輸、住宅および商業の消費者は、放出す

る排熱のうち、約 40 パーセントしか使用せず、60 パーセントを無駄にしているとされてい
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る。マサチューセッツ大学アムハースト校のチーム、化学者である Dhandapani 
Venkatarama 氏と電気技師の Zlatan Aksamija 氏は、先月、より効率的で安価なポリマー

を活用し、熱エネルギーの回収を行う方法について報告した。同氏らは「ポリマーを使用し

て廃熱を回収し、熱エネルギーを電気に変換することが近年注目されています。廃熱は自然

環境の問題であると同時に資源でもあります。 」説明している。 
 
○環境保護庁、2019 年グリーン・ケミストリー・チャレンジ賞の受賞者を発表 
 米国環境保護庁（EPA）は、2019 年度のグリーン・ケミストリー・チャレンジ賞の受賞

者を発表した。同賞は、米国経済の成長や公衆衛生の促進につながり、かつ環境にやさしい

製品及びサービスをもたらすテクノロジーを開発し、潜在的な環境課題をビジネスチャンス

に変えることに成功した産業界のパイオニアや優秀な科学者に与えられる。2019 年度の受

賞者は以下の通り。 
・ニューヨーク市立大学エネルギー研究所 Sanjoy Banerjee 教授 
大型亜鉛酸化マンガン電池を開発。電池寿命を短縮することなく何千回もの再充電が可能

で、リチウムイオンや鉛酸蓄電池より寿命が長い。また、既存のサプライチェーンに存在す

る原材料を利用している。 
・カリオン社 
グルカル酸生成のための微生物発酵プロセスを商業化。環境汚染化学物質を、生分解性が

あり毒性なしの糖由来の生成物へ置き換えることが可能になる。 
・メルク・リサーチ・ラボラトリー 
ザバクサ TM という抗生剤の生産プロセスを再構築。これにより加工材料は 75％、原材

料費は 50％削減され、全収率は 50％以上増加。更にエネルギー使用は 38％、使用水量は

年間 370 万ガロンの削減になる見込み。 
・WSI 社 
既存の商業用洗剤に生分解性界面活性剤を使用し、リン酸塩を除去したシステム技術

（TRUpathTM）を開発。 
 過去 23 年の間に、118 の技術が同賞を受賞している。 
 
○EPA のメタンチャレンジパートナー、効率性と排出削減において石油とガス産業をリー

ド 
 アメリカ 環境保護庁（EPA）は、天然ガス STAR「メタン・チャレンジ」プログラムに

参加する石油ガス企業が、自主的な行動を通じて約 100 万トンの二酸化炭素に相当するメタ

ン排出量を削減したと発表した。このプログラムは、EPA が 20 年以上のメタン排出削減の

取組である「天然ガス STAR」プログラムを土台に、石油・天然ガス企業と協力して 2016
年に立ち上げたもので、各企業がメタン排出削減を約束し、対策実施を追跡・報告し、EPA
の認定を受けるプラットフォームとなっている。 
 
○パイプライン反対運動の妨害、憲法第 1 条の侵害にあたると抗議運動 
 テキサス州議会は、2050 年までに約 11,000 マイル（約 17,700km）にもわたるパイプラ

インの建設を加速し、同州の石油ブームの維持に努めると発表した。石油やガスのパイプラ
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イン、伝送ライン、その他の「重要インフラ」の建設計画を妨害する者は、最高 10 年の禁

固刑に処される。 
 州知事がこの議会決定に同意した場合、テキサス州はパイプライン建設の反対者に向け公

的な罰則を認める州の仲間入りをすることになる。インディアナ、ルイジアナ、ノースダコ

タ、オクラホマ、サウスダコタ、テネシーの 6 州は既にこのような条例を適用している。 
 反対者らは、このような特定の抗議活動に対する条例はアメリカ合衆国憲法修正第１条に

定められた言論の自由の重大な侵害だとしている。 
 
○ホワイトハウス、排出量に関するカリフォルニア協定のための自動車メーカーの嘆願を拒

否 
 ホワイトハウスは、自動車排ガス規制に関するカリフォルニア州との話し合いの再開を目

指す国内外の自動車メーカーからの申し入れを拒否した。GM、フォード、トヨタの米国子

会社などを含む自動車メーカー17 社は、トランプ大統領宛に、国家統一基準が制定されなけ

れば自動車業界が不安定化し、投資も不安定になると書面で警告した。17 社はカリフォルニ

ア州の環境規制当局が汚染防止法をより強固なものにすると発表後、嘆願書を提出が、トラ

ンプ大統領はこれを拒否した。 
 ホワイトハウスは現在、数ヶ月以内に発行されると予想されるテールパイプの二酸化炭素

排出基準と燃費要件を緩和するための最終計画を作成している。 カリフォルニア州は独自

の排出量規制を遵守しているため、その動向が注目されている。 
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最近の米国経済について 

 
○積水化学、米航空機部品企業「AIM エアロスペース」を買収 
 積水化学工業は 6 月 17 日、米航空機部品メーカーの「AIM エアロスペース」（本社：ワシント

ン州シアトル）と、その子会社 6 社（以下、AIM エアロスペース・グループ）を、米ファンドの

リバティ・ホール・キャピタル・パートナーズなどと、総額 5 億 1,000 万ドルで買収すると発表

した。AIM エアロスペース・グループは、航空機・ドローン向けの炭素繊維強化プラスチック

（CFRP）など複合材の成型品の製造・販売などを行っている。 
 積水化学工業は、同社の高機能プラスチックカンパニーにおいて、「車両・輸送」を戦略分野と

位置付け、合わせガラス用中間膜や発泡樹脂材料など、自動車向け製品の製造・販売を行ってい

る。また、環境・ライフラインカンパニーでは、「機能材料」を戦略分野とし、航空機向け成形用

プラスチックシートを製造・販売している。同社は、AIM エアロスペース・グループの株式取得

により、航空機・自動車などモビリティー材料領域の業容拡大や、基礎技術の強化を図るとして

いる。 
 具体的には、新規参入が困難な航空機業界で、AIM エアロスペース・グループが有する航空機

メーカーなどとの関係性、自動車やインフラ・建設市場におけるグローバルな販売網を活用した

いとしている。 
 AIM エアロスペース・グループの生産拠点はワシントン州シアトルの 2 拠点、アイオワ州オレ

ンジシティの計 3 拠点ある。2018 年 12 月期の売上高は 1 億 7,850 万ドル、従業員約 1,100 人に

上る。 
  
○FRB は金融政策の現状維持を決定、将来的な利下げを示唆 
 米国連邦準備制度理事会（FRB）は 6 月 18～19 日に連邦公開市場委員会（FOMC）を開催し、

金融政策の現状維持をした。フェデラル・ファンド（FF）金利の誘導目標は、2.25～2.50％に据

え置かれた。今回の決定は、9 対 1 の賛成多数だった。反対票を投じたのは、セントルイス連銀

のジェームズ・ブラード総裁で、0.25 ポイントの利下げを主張したとされる。 
 FOMC の声明によると、米国経済全般の判断について、労働市場は依然として力強く、経済活

動は「緩やかなペースで拡大している」とし、前回の「底堅いペースで拡大した」という表現か

ら下方修正した。また先行きについて、「（経済）見通しに関する不確実性は高まっている」との

記述を追加した。パウエル FRB 議長は、前回 5 月の会合以降、世界経済や貿易摩擦に対する懸念

が高まり、「ベースラインとなる経済見通しを取り巻く不確実性が明らかに高まっている」と述べ

た。これに加えて、前回会合までの政策金利の調整には「忍耐強く（patient）なる」とした記述

は削除する一方で、先行きの不確実性と抑制された物価上昇圧力を考慮すると、FOMC は「経済

見通しに関して今後発表される情報が持つ意味を注意深く監視し、力強い労働市場や対称的な目

標である 2％近くの物価上昇、景気拡大の持続に向けて適切に行動する」と将来的な利下げを示

唆する記述を追加した。パウエル議長は、多くの FOMC メンバーが、いくぶん緩和的な政策を正

当化する論拠が強まってきたとみている、と述べた。 
 FOMC メンバーによる FF レートの見通し（17 人の委員メンバーの中央値）は、2019 年、2020
年、2021 年、長期がそれぞれ 2.375％、2.125％、2.375％、2.500％と、2019 年 3 月会合時点か

ら 2020 年が 0.50 ポイント、2021 年と長期が 0.25 ポイントずつ引き下げられた。1 回当たりの

利上げ幅を 0.25 ポイントとして、2019 年の利上げ回数見通しは 0 回と変わらなかった。ただし、
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17 人うち 8 人の委員が、前回から見通しを下方修正し、2.375％以下になるとしており、2019 年

内に 1～2 回の利下げを想定している。一方で、2020 年については 1 回の利下げ、2021 年は 1
回の利上げが行われる想定となっている。債券運用大手ピムコの米国エコノミストであるティフ

ァニー・ウィルディング氏は「最も驚いたのは、（2019 年の FF レート見通しを前回会合から）

利下げ方向に改定した委員が約半数もいたこと」とし、将来的な利下げはもはやリスクケースと

は言えなくなってきたと述べた（「ウォールストリート・ジャーナル」紙電子版 6 月 19 日）。 
 
○イリノイ州で嗜好用大麻の購入・所持が 2020 年に合法化 
 米国イリノイ州で、嗜好（しこう）用大麻の購入と所持が 2020 年 1 月 1 日から合法化される。

この法案は 5 月 31 日に州議会で可決され、2018 年の州知事選挙運動時から嗜好用大麻の合法化

を公約に掲げていた J.B.プリツカー州知事は 6 月 25 日に法案に署名し、法律が成立した。なお、

イリノイ州での医療用大麻は 2014 年に合法化されている。 
 米国では嗜好用大麻の合法化が進んでおり、イリノイ州は合法化の 11 番目の州だ。住民投票で

はなく議会の議決によって嗜好用大麻の所持と店舗販売の合法化を決定した初めての州となる。

法律は、アルコールと同様に大麻販売に関わる税制や規制について述べており、現状の付加価値

税に加え、THC（デルタ－9－テトラヒドロカンナビノール、大麻の有効成分）の含有レベルに

よって、10％以上が課税されることも盛り込んでいる。使用場所の規定が設けられ、一般公道や

歩道、公園など公共の場での使用は禁止される。また、雇用主が職場での使用を、大家が所有地

内での使用を、大学当局が構内での使用を禁止する権利が保障される。 
 賛成派の主な意見には、合法化による財政収入増加により、これまで差別的に麻薬取り締まり

を受けていた貧困層地区の再生を実現し、社会正義を目指すことができるとしている。5 億ドル

と見込まれる 2020 年度の大麻合法化による追加税収は、法制化の諸経費を差し引いた後、35％
が一般事業費に充てられるほか、25％は大麻犯罪で不要な取り締まりを受けている地区への補助

金に、20％はメンタルヘルスや薬物依存症の治療に分配される。さらに、過去に 30 グラム以下

の大麻所持で有罪判決を受けた者は赦免され、刑罰や逮捕履歴が抹消される。 
 施行後は、21 歳以上のイリノイ州居住者が最大 30 グラムの大麻、もしくは 500 ミリグラムの

THC を含む各種加工製品の購入や所持が認められ、非居住者については 15 グラムまでの大麻の

所持が認められる。 
 
○5 月の米小売売上高は 3 カ月連続の増加、無店舗小売りが押し上げる 
 米国商務省の速報（6 月 14 日付）によると、5 月の小売売上高（季節調整値）は前月比 0.5％
増の 5,190 億ドルと、3 カ月連続の増加となった。なお、4 月の売上高は 0.2％減（速報値）から

0.3％増に上方修正された。 
 バンク・オブ・アメリカの米国経済担当責任者のミシェル・メイヤー氏は「1～3 月（第 1 四半

期）の個人消費は軟調だったものの、直近の過去 3 カ月の傾向はかなり堅調だ」とし、「今回の結

果は連邦準備制度理事会（FRB）に一定の安心感を与える内容であり、利下げ圧力はある程度軽

減するだろう」と指摘した（ブルームバーグ 6 月 14 日）。 
 業種別にみると、無店舗小売りが前月比 1.4％増の 620 億ドルと、全体を最も押し上げた。次

いで、自動車・同部品が 0.7％増の 1,057 億ドル、総合小売りが 0.7％増の 614 億ドルとなった。 
 減少した業種をみると、その他が前月比 1.3％減の 107 億ドル、食品・飲料が 0.1％減の 629
億ドルだった。 
 民間調査会社コンファレンスボードが 5 月 28 日に発表した 5 月の消費者信頼感指数は 134.1
で、4 月（129.2）より 4.9 ポイント上昇した。内訳をみると、現況指数は 175.2（4 月：169.0）
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と 6.2 ポイント上昇し、6 カ月先の景況見通しを示す期待指数は 106.6（4 月：102.7）と 3.9 ポイ

ント上昇した。 
 コンファレンスボードの経済指標シニアディレクターのリン・フランコ氏は、現況指数は引き

続き上昇し、これは主に「力強い雇用の伸びによる」と述べた。期待指数については、「景況や雇

用に対する消費者の短期的な見通しは改善したものの、個人所得に対する見方にはばらつきがあ

った」と指摘した。加えて、「消費者は経済が短期的に堅調なペースで成長し続けると予想してお

り、消費支出が大幅に縮小しないことを示唆している」と述べた。 
 
○第 1 四半期の米国の対中輸出額は 2 割減、中国の報復関税の影響顕著に 
 中国は 2018 年 7 月以降、米国による 1974 年通商法 301 条に基づく対中追加関税に対する報復

措置として、米国原産の輸入品に対する追加関税を発動している。 
 2019年第1四半期の米国の対中輸出額は259億9, 400万ドルと、2018年第1四半期より18.8％
減少した。主要商品分類別にマイナスの寄与度が大きかったものをみると、鉱物性燃料（HTS コ

ード：第 27 類）が前年同期比 76.0％減の 7 億 6,700 万ドルと大きく減少したほか、大豆を含む

種、果実、医薬・飼料用植物（第 12 類）が 30.4％減の 17 億 9,700 万ドル、穀物（第 10 類）が

97.2％減の 1,400 万ドルとなり、中国の対米追加関税による影響が顕著にみられた。 
 一方で、医薬品および医薬用品（第 30 類）が 2.2 倍の 13 億 2,500 万ドルと急増し、電気機器

（第 85 類）が 23.9％増の 36 億 8,800 万ドルとなった。 
 輸出減少に寄与した品目を、より詳細に HTS コード 10 桁でみると、鉱物性燃料の中では、石

油および歴青油が前年同期比 79.2％減、プロパンが 93.9％減、天然ガス 83.0％減などの減少が目

立った。石油および歴青油は中国の対米追加関税の対象には含まれていないが、中国にとって原

油の輸入は、米国のメキシコ湾岸から輸入するよりも、中東から輸入する方が輸送コストは低く、

米国からの調達を減らす動きが続いている。また、報復関税第 1 弾の対象である大豆が 29.2％減

の 16 億 9,600 万ドルとなり、穀物の中では、同じく第 1 弾対象のグレインソルガムが前年同期の

4 億 3,500 万ドルから 100.0％減の 3 万ドルに激減し、対中輸出はほぼストップした。 
 主要品目で、中国に代わり輸出が増加している国・地域をみると、日本、スペイン、メキシコ、

韓国、台湾、オランダ、インドなどが挙がっている。品目ごとに増加した国・地域を寄与度が高

い順でみると、石油および歴青油では韓国が 4.2 倍、インドが 8.5 倍、オランダが 3 倍、大豆で

はメキシコが 34.2％増、アルゼンチンとポルトガルは 2018 年第 1 四半期には輸出実績がなく、

2019 年第 1 四半期はそれぞれ 7,102 万ドル、5,615 万ドルとなった。グレインソルガムではメキ

シコが 12.2 倍、日本が 2.2 倍、スペインは前年同期の輸出実績 0 から 5,461 万ドルとなった。 
 一方、輸出増加に寄与した品目をみると、追加関税対象に含まれていないプロセッサーおよび

コントローラー、免疫産品がそれぞれ前年同期比 2.1 倍、15.4 倍と拡大した。また、中国政府が

2019 年 1 月以降、第 87 類の自動車・自動車部品関連品の追加関税率引き上げを停止している電

気自動車は 97.3％増とほぼ倍増し、乗用車（排気量 1,500cc 超～3,000cc 以下）も 2.4 倍になった。 
 
○6 月の失業率は引き続き低水準、雇用者数の増加幅は大きく回復 
 米国労働省が 7 月 5 日に発表した 2019 年 6 月の失業率は 3.7％と、市場予想（3.6％）とほぼ

同水準だった。就業者数が前月から 24万 7,000人増加し、失業者数も 8万 7,000人増加した結果、

失業率は前月（3.6％）から 0.1 ポイント上昇した。 
 適当な仕事が見つからずに職探しを断念した者や、不本意ながらパートタイム労働に従事する者

（経済的理由によるパートタイム就業者）などを含めた広義の失業率（U6）をみると、前月から

0.1 ポイント低下して 7.2％となった。 
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 一方、労働参加率は 62.9％と、前月（62.8％）から 0.1 ポイント上昇した。 
 6 月の非農業部門の雇用者数の前月差は 22 万 4, 000 人増と、前月の増加幅（7 万 2,000 人増）

に比べ大幅に拡大した。トランプ大統領は 7 月 5 日に開かれた記者会見において、今回の結果は

「予想外に良かった」とし、「われわれの国は本当にうまくいっており、とても幸せだ」と述べた。

5 月と 6 月を比較した、雇用増加の内訳を主要業種別にみると、教育・医療サービス業や対事業

所サービス業などを中心に増加した。 
 こうした中、平均時給は 27.90 ドル（5 月：27.84 ドル）で、前月比 0.2％増（0.3％増）、前年

同月比 3.1％増（3.1％増）となった。米国大手地銀シチズンズ・バンクのグローバルマーケッツ

部門責任者のトニー・ベディキアン氏は、米国は戦後最長となる「記録的な景気拡大期間に到達

しても、力強いペースで雇用を創出し続けている」と指摘し、今回の結果は米国連邦準備制度理

事会（FRB）が利下げの必要に迫られているとする見方に、水を差すかもしれないと述べた

（「CNBC ニュース」電子版 7 月 5 日）。 
 
○米 USTR、301 条に基づく対 EU 追加関税対象の候補品目を追加 
 米国通商代表部（USTR）は 7 月 1 日、EU が欧州大手航空会社エアバスに不当な補助金を拠

出していることへの対抗措置として、1974 年通商法 301 条に基づき、追加関税の対象として既に

4 月 12 日に公表している EU からの 210 億ドル分の輸入品目に加えて、新たに対 EU 輸入額 40
億ドル相当の 89 品目を追加すると発表した。今後、パブリックコメントを求めた上で公聴会を開

催し、最終的な措置を決定する。 
 USTR は、今回発表した 89 品目は 4 月に発表したリストに関する公聴会の結果および、その

後の追加のパブリックコメントを踏まえた上での補完的なリスト（supplemental list）だとして

いる。農水産・加工食品が多く、一部の金属製品や鉄鋼製品なども含まれている。 
 WTO は 2018 年 5 月 28 日、EU によるエアバスへの補助金は WTO 協定違反だとする米国の

訴えを認める判断を示し、米国に認める対抗措置の範囲について現在、検討を進めているところ

だ。USTR は、最終的な追加関税の対象額・品目および追加関税の税率は、4 月のリスト発表時

と同様に、近く発表が見込まれる WTO の裁定に従い、決定するとしている（税率の上限は製品

価格の 100％としている）。なお、WTO による裁定結果が今回の公聴会のプロセスが完了する前

に発表された場合、「直ちに 4 月発表のリストに基づき対象品目に追加関税を課し得る。かつ、補

完的リストの品目に関してさらなる措置をとる可能性がある」としている。追加関税の発動時期

については、WTO による裁定を注視する必要がある。 
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化学プラント情報 

 
○米国の化学プラント建設コスト指数 

2019年04月 2019年03月 2018年04月
(1957-59 = 100) (速報値) (実績) (実績)
指数 617.3 616.0 595.0 年間指数
  機器 754.4 752.8 723.5 2011 = 585.7
    熱交換器及びタンク 670.7 668.4 637.5 2012 = 584.6
    加工機械 731.3 728.2 708.8 2013 = 567.3
    管、バルブ及びフィッティング 976.7 977.7 952.3 2014 = 576.1
    プロセス計器 419.8 421.2 419.2 2015 = 556.8
    ポンプ及びコンプレッサー 1,068.4 1,066.0 1,015.6 2016 = 541.7
    電気機器 556.1 557.5 533.2 2017 = 567.5
    構造支持体及びその他のもの 834.0 827.7 776.0 2018 = 603.1
  建設労務 335.9 334.5 331.6
  建物 598.3 599.8 586.4
  エンジニアリング及び管理 316.9 316.9 310.4

米国の化学プラント建設コスト指数
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（出所：「ケミカル・エンジニアリング」2019 年 7 月号より作成） 
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米国産業機械の輸出入統計（2019年4月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2019 年 4 月の米国における産業機械の輸出入

の概要は、次のとおりである。 

 
(1) 産業機械の輸出は、35 億 2,345 万ドル（対前年同月比 1.8％減）となった。ボイラ・原動

機、化学機械、金属加工機械、業務用洗濯機、動力伝動装置は対前年同月比でプラスとなっ

たが、鉱山機械、プラスチック機械、風水力機械、運搬機械はマイナスとなった。 

(2) 産業機械の輸入は、48 億 7,287 万ドル（対前年同月比 0.8％増）となった。ボイラ・原動

機、化学機械、金属加工機械、業務用洗濯機は対前年同月比がプラスとなったが、鉱山機械、

プラスチック機械、風水力機械、運搬機械、動力伝導装置は対前年同月比がマイナスとなっ

た。 

(3) 産業機械の純輸入は、13 億 4,942 万ドルとなり、40 ヵ月連続で輸入が輸出を上回った。ボ

イラ・原動機を除くすべての機械で輸入超過となった。 

(4) 各機械の輸出入の概要は、次の通りである。 

① ボイラ・原動機は、輸出が 7 億 9,535 万ドル（対前年同月比 6.4％増）となり、水管ボイ

ラ（＞45t/h）や蒸気原動機用復水器などの増加により、6 ヵ月連続で対前年同月比がプラ

スとなった。輸入は 7 億 8,640 万ドル（対前年同月比 2.9％増）となり、過熱水ボイラや蒸

気タービン（＞40MW）などの増加により、6 ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。 

② 鉱山機械は、輸出が 9,924 万ドル（対前年同月比 3.7％減）となり、せん孔機や混合機な

どの減少により、3 ヶ月連続でマイナスとなった。輸入は 1 億 3,315 万ドル（対前年同月比

8.7％減）となり、同じくせん孔機や混合機などの減少により、4 ヶ月振りに対前年同月比

がマイナスとなった。 

③ 化学機械は、輸出が 9 億 5,179 万ドル（対前年同月比 1.7％増）となり、温度処理機械（蒸

留機）や発生炉ガス発生機などの増加により、18 ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなっ

た。輸入は 11 億 89 万ドル（対前年同月比 13.8％増）となり、温度処理機械（乾燥機・紙

パ用）や同（気体液化装置）などの増加により、3 ヶ月連続で対前年同月比がプラスとなっ

た。 

④ プラスチック機械は、輸出が 1 億 2,712 万ドル（対前年同月比 11.2％減）となり、吹込

み成形機やその他の機械（成形用）などの減少により、3 ヶ月連続で対前年同月比がマイナ

スとなった。輸入は 2 億 6,775 万ドル（対前年同月比 14.1％減）となり、押出成形機や吹

込み成形機などの減少により、3 ヶ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑤ 風水力機械は、輸出が 8 億 4,080 万ドル（対前年同月比 12.9％減）となり、ポンプ（油

井用往復容積式）や同（紙パ用等遠心式）などの減少により、対前年同月比が 2 ヶ月振り

にマイナスとなった。輸入は 11 億 2,939 万ドル（対前年同月比 1.6％減）となり、ポンプ

（ダイアフラム式）や液体エレベータなどの減少により、3 ヶ月連続で対前年同月比がマイ
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ナスとなった。 

⑥ 運搬機械は、輸出が 3 億 5,250 万ドル（対前年同月比 9.6％減）となり、クレーン（門形

ジブクレーン）や巻上機（ウィン・キャップ：その他）などの減少により、2 ヶ月振りに対

前年同月比がマイナスとなった。輸入は 8 億 1,369 万ドル（対前年同月比 9.1％減）となり、

クレーン（非固定天井・ガントリ等）や同（門形ジブクレーン）などの減少により、3 ヶ月

連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑦ 金属加工機械は、輸出が 9,391 万ドル（対前年同月比 50.1％増）となり、圧延機（熱間

及び熱・冷組合せ）や鋳造機等などの増加により、7 ヵ月振りに対前年同月比がプラスとな

った。輸入は 1 億 5,687 万ドル（対前年同月比 32.0％増）となり、圧延機（管圧延機）や

同（冷間圧延用）などの増加により、5 ヵ月振りに対前年同月比がプラスとなった。 

⑧ 業務用洗濯機は、輸出が 4,221 万ドル（対前年同月比 6.7％増）となり、ドライクリーニ

ング機や乾燥機（10kg 超・品物用）の増加により、2 ヶ月振りに対前年同月比がプラスと

なった。輸入は 2 億 270 万ドル（対前年同月比 63.5％増）となり、洗濯機（10kg 以下遠心

脱水）や乾燥機（10kg 超）の増加により、3 ヶ月連続で対前年同月比がプラスとなった。 

⑨ 動力伝動装置は、輸出が 2 億 2,054 万ドル（対前年同月比 10.3％増）となり、トルクコ

ンバータやギヤボックス等変速機（手動可変式）などの増加により、5 ヶ月連続で対前年同

月比がプラスとなった。輸入は 2 億 8,203 万ドル（対前年同月比 22.1％減）となり、トル

クコンバータや歯車及び歯車伝導機などの減少により、10 ヶ月連続で対前年同月比がマイ

ナスとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 1 米国における産業機械の輸出金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 2 米国における産業機械の輸入金額の推移 
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（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

番号 産業機械名 対前年比 2019年04月 2018年04月

区分 金額（A) 構成比 金額（B) 構成比 伸び率（%） 金額（E)=A-C 金額(F)=B-D

機械類 347.134 43.6 330.701 44.2 5.0 3.128 -3.893

1 ボイラ・原動機 部品 448.218 56.4 416.831 55.8 7.5 5.824 -12.880

小計 795.352 100.0 747.531 100.0 6.4 8.952 -16.774

機械類 43.532 43.9 50.690 49.2 -14.1 -42.275 -37.435

2 鉱山機械 部品 55.703 56.1 52.356 50.8 6.4 8.364 -5.403

小計 99.236 100.0 103.046 100.0 -3.7 -33.911 -42.838

機械類 712.093 74.8 701.242 74.9 1.5 -153.258 -59.610

3 化学機械 部品 239.701 25.2 234.857 25.1 2.1 4.161 28.506

小計 951.794 100.0 936.099 100.0 1.7 -149.097 -31.105

機械類 63.404 49.9 64.759 45.2 -2.1 -99.018 -134.177

4 プラスチック機械 部品 63.713 50.1 78.400 54.8 -18.7 -41.615 -34.378

小計 127.117 100.0 143.159 100.0 -11.2 -140.634 -168.556

機械類 602.992 71.7 682.663 70.7 -11.7 -248.276 -123.009

5 風水力機械 部品 237.803 28.3 283.195 29.3 -16.0 -40.316 -58.849

小計 840.795 100.0 965.858 100.0 -12.9 -288.592 -181.857

機械類 213.907 60.7 256.264 65.8 -16.5 -354.602 -376.801

6 運搬機械 部品 138.591 39.3 133.468 34.2 3.8 -106.592 -128.162

小計 352.498 100.0 389.733 100.0 -9.6 -461.194 -504.963

機械類 85.072 90.6 57.200 91.4 48.7 -48.740 -50.576

7 金属加工機械 部品 8.841 9.4 5.367 8.6 64.7 -14.217 -5.708

小計 93.913 100.0 62.567 100.0 50.1 -62.957 -56.283

機械類 39.322 93.2 36.784 93.0 6.9 -143.504 -68.894

8 業務用洗濯機 部品 2.889 6.8 2.779 7.0 3.9 -16.982 -15.505

小計 42.211 100.0 39.563 100.0 6.7 -160.486 -84.399

機械類 155.367 70.4 141.388 70.7 9.9 -126.664 -108.262

9 動力伝導装置 部品 65.169 29.6 58.550 29.3 11.3 65.169 -53.877

小計 220.535 100.0 199.938 100.0 10.3 -61.496 -162.139

機械類 2,262.824 64.2 2,321.689 64.7 -2.5 -1,213.210 -962.657

部品 1,260.627 35.8 1,265.805 35.3 -0.4 -136.205 -286.257

合計 3,523.451 100.0 3,587.494 100.0 -1.8 -1,349.415 -1,248.914

番号 産業機械名 対前年比 増減率(%) 対輸出割合(%)

区分 金額（C) 構成比 金額（D) 構成比 伸び率（%） (G)=(E-F)/|F| (H)=E/A

機械類 344.006 43.7 334.594 43.8 2.8 180.4 0.90

1 ボイラ・原動機 部品 442.394 56.3 429.711 56.2 3.0 145.2 1.30

小計 786.400 100.0 764.305 100.0 2.9 153.4 1.13

機械類 85.807 64.4 88.125 60.4 -2.6 -12.9 -97.11

2 鉱山機械 部品 47.339 35.6 57.760 39.6 -18.0 254.8 15.02

小計 133.147 100.0 145.885 100.0 -8.7 20.8 -34.17

機械類 865.351 78.6 760.852 78.7 13.7 -157.1 -21.52

3 化学機械 部品 235.540 21.4 206.352 21.3 14.1 -85.4 1.74

小計 1,100.891 100.0 967.204 100.0 13.8 -379.3 -15.66

機械類 162.423 60.7 198.936 63.8 -18.4 26.2 -156.17

4 プラスチック機械 部品 105.329 39.3 112.779 36.2 -6.6 -21.1 -65.32

小計 267.751 100.0 311.715 100.0 -14.1 16.6 -110.63

機械類 851.269 75.4 805.671 70.2 5.7 -101.8 -41.17

5 風水力機械 部品 278.118 24.6 342.044 29.8 -18.7 31.5 -16.95

小計 1,129.387 100.0 1,147.715 100.0 -1.6 -58.7 -34.32

機械類 568.509 69.9 633.065 70.8 -10.2 5.9 -165.77

6 運搬機械 部品 245.182 30.1 261.630 29.2 -6.3 16.8 -76.91

小計 813.692 100.0 894.695 100.0 -9.1 8.7 -130.84

機械類 133.811 85.3 107.776 90.7 24.2 3.6 -57.29

7 金属加工機械 部品 23.059 14.7 11.074 9.3 108.2 -149.1 -160.81

小計 156.870 100.0 118.850 100.0 32.0 -11.9 -67.04

機械類 182.826 90.2 105.678 85.3 73.0 -108.3 -364.95

8 業務用洗濯機 部品 19.871 9.8 18.284 14.7 8.7 -9.5 -587.84

小計 202.697 100.0 123.962 100.0 63.5 -90.2 -380.20

機械類 282.031 100.0 249.650 68.9 13.0 -17.0 -81.53

9 動力伝導装置 部品 0.000 0.0 112.427 31.1 -100.0 221.0 100.00

小計 282.031 100.0 362.078 100.0 -22.1 62.1 -27.88

機械類 3,476.034 71.3 3,284.347 67.9 5.8 -26.0 -53.61

部品 1,396.832 28.7 1,552.062 32.1 -10.0 52.4 -10.80

合計 4,872.866 100.0 4,836.408 100.0 0.8 -8.0 -38.30

輸入
2019年04月 2018年04月

純輸出

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

純輸出

産業機械合計

表１　米国における産業機械の輸出入統計（総括表）

2019年04月 2018年04月
輸出

産業機械合計
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(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 183 3.205 61 0.521 515.2

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 39 0.304 133 0.967 -68.5

19 その他蒸気発生ボイラ * 362 4.894 673 4.664 4.9

20 過熱水ボイラ * 38 0.389 51 0.501 -22.4

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 172 1.360 192 1.641 -17.1

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 53 0.967 38 0.330 192.9

0050 補助機器（その他） * 60 1.008 68 0.482 109.3

20 蒸気原動機用復水器 * 74 0.816 5 0.040 1951.3

8406 - 10 蒸気タービン (船用) 0 0.000 12 0.735 -100.0

81 蒸気タービン（＞40MW） 0 0.000 0 0.000 -

82 蒸気タービン (≦40MW） 112 5.658 50 2.186 158.8

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 50 0.259 139 0.878 -70.5

12 液体タービン（≦10MW） 0 0.000 32 0.852 -100.0

13 液体タービン（＞10MW） 4 0.020 1 0.025 -21.3

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 62 29.516 67 28.098 5.0

82 ガスタービン（＞5MW） 193 93.766 230 111.242 -15.7

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 65,431 72.582 185,321 80.465 -9.8

29 液体原動機（その他） 66,136 49.955 65,444 45.323 10.2

31 気体原動機(シリンダ） 133,587 15.194 149,053 16.093 -5.6

39 気体原動機(その他） 13,074 15.655 23,667 17.886 -12.5

80 その他原動機 X 51.584 X 17.771 190.3

- 347.134 - 330.701 5.0

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 9.584 X 8.610 11.3

8404 - 90 部品(補助機器用） X 1.753 X 1.605 9.2

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 26.903 X 17.004 58.2

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 1.468 X 4.223 -65.2

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 330.394 X 311.713 6.0

8412 - 90 部品（その他） X 78.116 X 73.676 6.0

- 448.218 - 416.831 7.5

- 795.352 - 747.531 6.4

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸出）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 X 14.567 X 25.851 -43.6

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 4,129 0.893 3,170 0.857 4.3

8474 - 10 選別機 563 14.054 458 10.987 27.9

20 破砕機 367 12.311 284 10.250 20.1

39 混合機 78 1.706 129 2.744 -37.8

- 43.532 - 50.690 -14.1

8474 - 90 部品 X 55.703 X 52.356 6.4

- 55.703 - 52.356 6.4

- 99.236 - 103.046 -3.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(1) ボイラ・原動機

HS コード 品    名

機械類合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

表２　米国における産業機械の輸出統計（詳細）

2019年04月 2018年04月

Ch.(%)

2019年04月 2018年04月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計
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(3) 化学機械　（輸出）

    (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 79,629 22.700 176,199 33.098 -31.4

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 30,172 14.057 41,723 15.590 -9.8

20 〝 (減菌器） 1,571 9.397 2,109 9.883 -4.9

32 〝 (乾燥機・紙パ用） 52 0.221 33 0.819 -73.0

39 〝 (乾燥機・その他） 2,874 10.541 13,896 13.285 -20.7

40 〝 (蒸留機） 283 1.768 241 0.950 86.1

50 〝 (熱交換装置） 92,662 96.984 80,006 82.732 17.2

60 〝（気体液化装置） 216 4.186 538 3.372 24.1

89 〝（その他） 11,336 47.999 13,798 48.044 -0.1

8405 - 10 発生炉ガス発生機 X 8.409 X 5.691 47.8

8479 - 82 混合機 21,769 37.804 20,712 30.398 24.4

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 17 0.020 36 0.166 -87.8

8421 - 19 〝（遠心分離機） 1,234 12.411 1,161 12.752 -2.7

29 〝（液体ろ過機） 4,654,354 142.322 4,903,203 135.438 5.1

39 〝 (気体ろ過機） X 283.594 X 285.577 -0.7

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 58 1.106 72 1.449 -23.7

20 〝 （製紙用） 18 0.124 40 0.716 -82.7

30 〝 （仕上用） 24 1.803 26 1.233 46.2

8441 - 10 〝 （切断機） 194 4.514 506 11.823 -61.8

40 〝 （成形用） 1 0.030 27 1.225 -97.5

80 〝 （その他） 427 12.103 285 7.002 72.9

- 712.093 - 701.242 1.5

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 2.989 X 1.902 57.2

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 1.682 X 3.811 -55.9

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 9.079 X 11.167 -18.7

99 部品（ろ過機用） X 186.302 X 178.834 4.2

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 8.573 X 7.777 10.2

99 部品（製紙・仕上機用） X 13.577 X 11.757 15.5

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 17.499 X 19.610 -10.8

- 239.701 - 234.857 2.1

- 951.794 - 936.099 1.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 139 14.500 95 12.231 18.5

20 押出成形機 94 7.633 64 4.508 69.3

30 吹込み成形機 73 2.343 102 3.080 -23.9

40 真空成形機 109 2.641 78 1.521 73.6

51 その他の機械（成形用） 543 1.477 591 4.049 -63.5

59 その他のもの（成形用） 147 6.720 200 10.446 -35.7

80 その他の機械 1,163 28.090 1,308 28.924 -2.9

2,268 63.404 2,438 64.759 -2.1

8477 - 90 部品 X 63.713 X 78.400 -18.7

- 63.713 - 78.400 -18.7

- 127.117 - 143.159 -11.2

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2019年04月 2018年04月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2019年04月 2018年04月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(5) 風水力機械 （輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 35,384 23.056 43,846 21.950 5.0

30 1,315,999 109.751 1,826,513 126.804 -13.4

50 - 0010 915 10.602 1,937 48.776 -78.3

0050 50,229 22.269 56,920 21.698 2.6

0090 12,865 28.002 17,817 32.947 -15.0

60 - 0050 58 1.458 104 1.123 29.8

0070 2,956 1.071 3,040 0.993 7.8

0090 16,877 36.390 10,259 28.899 25.9

70 243,025 104.240 267,185 159.642 -34.7

81 82,774 45.654 106,942 38.477 18.7

82 6,556 1.127 7,464 0.543 107.7

8414 - 80 - 1618 14,701 5.829 11,432 5.122 13.8

1642 755 2.465 382 2.403 2.6

1655 272 3.416 227 2.243 52.3

1660 337 0.551 422 0.963 -42.8

1667 596 7.419 471 6.195 19.8

1675 228 5.149 198 3.955 30.2

1680 31,620 6.548 26,318 6.943 -5.7

1685 123 1.154 121 1.075 7.3

1690 38,587 4.575 36,085 5.334 -14.2

2015 3,265 22.310 1,529 32.855 -32.1

2055 943 4.313 772 6.192 -30.4

2065 19 0.566 57 1.800 -68.6

2075 20 6.191 18 6.708 -7.7

9000 139,098 44.162 110,216 24.395 81.0

59 - 9080 1,281,835 74.936 1,097,877 67.832 10.5

10 真空ポンプ 73,932 29.788 51,191 26.795 11.2

3,353,969 602.992 3,679,343 682.663 -11.7

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 21.064 X 25.228 -16.5

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 17.497 X 24.841 -29.6

9520 〃（ポンプ用その他） X 113.773 X 138.116 -17.6

92 〃（液体エレベータ） X 0.702 X 1.760 -60.1

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 17.336 X 17.327 0.1

2095 〃（その他圧縮機その他） X 37.217 X 42.177 -11.8

9000 〃（真空ポンプ） X 30.214 X 33.745 -10.5

- 237.803 - 283.195 -16.0

- 840.795 - 965.858 -12.9

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2019年04月 2018年04月

Ch.(%)

ポンプ（その他計器付設型）

HS コード 品    名

〃 （油井用回転容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

〃 （ピストンエンジン用）

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （タービンポンプその他）

液体エレベータ

圧縮機（定置往復式≦11.19KW）

〃 （その他）

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （〃＞746KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （定置式その他）

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

〃 （携帯式その他）

送風機（その他）

総合計

機械類合計

部品合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

― 76 ―

情報報告　シカゴ



(6) 運搬機械 （輸出）

    (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

   （固定支持式天井クレーン） 169 3.633 58 0.708 412.9

12 171 3.178 121 1.324 140.0

19 194 6.686 758 6.333 5.6

20 60 1.235 132 1.306 -5.4

30 301 0.712 435 4.165 -82.9

91 587 10.846 1,039 15.856 -31.6

99 202 2.293 161 1.413 62.2

8425 - 39   

   （ウィン・キャップ：その他） 5,242 6.881 9,767 9.128 -24.6

11 2,034 8.437 2,795 10.939 -22.9

19 18,132 5.540 18,771 5.264 5.2

31 21,224 9.735 21,624 7.707 26.3

8428 - 60 188 0.927 284 1.559 -40.5

90 0210 118 2.007 286 5.149 -61.0

0220 314 7.421 357 9.535 -22.2

0290 51,009 52.020 47,333 62.999 -17.4

8425 - 41   

   （据付け式） 520 1.426 537 1.688 -15.5

42 13,418 6.215 17,010 6.606 -5.9

49 256,543 6.224 344,955 7.955 -21.8

8428 - 20 - 0010 エスカレータ・エレベータ

  （空圧式コンベイャ） 241 2.455 334 4.285 -42.7

0050 〃（空圧式エレベータ） 332 4.473 408 3.541 26.3

10 〃（非連続エレ・スキップホ） 1,802 21.101 2,147 24.446 -13.7

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 14 0.738 22 0.412 79.0

31 その他連続式エレベ・コンベイヤ  

  （地下使用形） 24 0.477 63 1.420 -66.4

32 〃（その他バケット型） 37 1.225 96 3.044 -59.7

33 〃（その他ベルト型） 1,736 18.318 2,158 20.295 -9.7

39 〃（その他のもの） 33,978 29.700 27,189 39.187 -24.2

408,590 213.907 498,840 256.264 -16.5

8431 - 10 - 0010 部品

  （プーリタタック・ホイス用） X 2.320 X 2.735 -15.2

0090 〃（その他巻上機等用） X 18.167 X 9.228 96.9

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 2.074 X 1.135 82.8

0040 〃（エスカレータ用） X 0.888 X 1.202 -26.1

0060 〃（非連続作動エレベータ用） X 7.585 X 7.536 0.6

39 - 0010 〃（空圧式エレベ・コンベ用） X 37.420 X 34.563 8.3

0050 〃（石油・ガス田機械装置用） X 13.820 X 11.383 21.4

0090 〃（その他の運搬機械用） X 37.300 X 37.468 -0.4

49 - 1010 〃（天井・ガント・門形等用） X 7.007 X 9.503 -26.3

1060 〃（移動リ・ストラドル等用） X 2.781 X 2.505 11.0

1090 〃（その他クレーン用） X 9.229 X 16.211 -43.1

- 138.591 - 133.468 3.8

- 352.498 - 389.733 -9.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・8425.20.0000巻上機（ウィンチ・坑口巻上）は、8425.39.0100巻上機（ウインチ・キャプスタン：その他）に統合された。

2018年04月

Ch.(%)

クレーン

〃 （移動リフテ・ストラドル）

〃 （液圧式その他）

〃 （その他のもの）

〃 （その他のもの）

巻上機

〃 （プーリタ・ホイス：電動）

〃 （〃：その他）

品    名

2019年04月

〃 （非固定天井・ガントリ等）

〃 （タワークレーン）

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （その他の機械装置)

ジャッキ・ホイスト

〃 （森林での丸太取扱装置)

〃 （産業用ロボット)

〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

〃 （ケーブルカー等けん引装置)

機械類合計

〃 （門形ジブクレーン）

〃 （道路走行車両装備用）

HS コード
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(7) 金属加工機械　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 2 0.033 24 0.266 -87.6

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 485 22.183 64 2.894 666.5

22 〃（冷間圧延用） 16 0.280 122 1.576 -82.2

8462 - 10 鋳造機等 603 29.830 187 11.710 154.7

21 ベンディング等（数値制御式） 855 6.547 654 7.124 -8.1

29 〃（その他） 6,929 9.793 2,479 6.206 57.8

31 剪断機（数値制御式） 28 1.501 72 2.539 -40.9

39 〃（その他） 287 1.051 501 4.173 -74.8

41 パンチング等（数値制御式） 43 3.154 85 5.546 -43.1

49 〃（その他） 445 1.387 1,448 6.920 -80.0

91 液圧プレス 125 4.345 149 3.973 9.4

99 その他 7,642 4.967 1,809 4.273 16.2

17,460 85.072 7,594 57.200 48.7

8455 - 90 部品（圧延機用） * 140,922 8.841 102,126 5.367 64.7

- 8.841 - 5.367 64.7

- 93.913 - 62.567 50.1

(8) 業務用洗濯機　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 120 0.084 369 0.220 -62.0

19 〃（〃・その他） 188 0.082 213 0.138 -40.4

20 〃（10kg超） 70,950 28.199 71,244 27.839 1.3

8451 - 10 ドライクリーニング機 18 0.283 14 0.091 211.0

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 11,918 10.675 13,935 8.496 25.6

83,194 39.322 85,775 36.784 6.9

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 2.889 X 2.779 3.9

- 2.889 - 2.779 3.9

- 42.211 - 39.563 6.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(9) 動力伝導装置　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 8,425 15.001 14,803 12.283 22.1

4010 ギヤボックス等変速機（固定比） 7,269 23.512 8,296 21.363 10.1

4050 〃（手動可変式） 14,378 80.515 15,799 65.702 22.5

7000 〃（その他） 3,096 4.906 3,351 3.617 35.6

9000 歯車及び歯車伝導機 X 31.433 X 38.424 -18.2

- 155.367 - 141.388 9.9

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 65.169 X 58.550 11.3

- 65.169 - 58.550 11.3

- 220.535 - 199.938 10.3

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2018年04月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2019年04月

部品合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2018年04月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

2019年04月

(注）・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「*」の数量単位は「kg」である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

2018年04月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

2019年04月
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 (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 0 0.000 1 0.003 -100.0

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 57 0.490 133 2.487 -80.3

19 その他蒸気発生ボイラ * 125 1.200 91 0.793 51.4

20 過熱水ボイラ * 13 0.271 3 0.035 673.5

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 1,669 4.245 48 1.474 188.0

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 4 0.015 1 0.019 -17.9

0050 補助機器（その他） * 95 1.889 3,959 10.379 -81.8

20 蒸気原動機用復水器 * 73 0.733 923 5.350 -86.3

8406 - 10 蒸気タービン（舶用） 1 0.011 0 0.000 -

81 蒸気タービン（>40MW) 47 0.338 4 0.004 8183.6

82 蒸気タービン(≦40MW) 3 1.476 12 10.105 -85.4

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 44 0.383 22 0.145 163.8

12 液体タービン（≦10MW） 3 0.009 5 0.185 -95.1

13 液体タービン（＞10ＭＷ） 0 0.000 0 0.000 -

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 94 26.846 65 20.017 34.1

82 ガスタービン（＞5MW） 16 25.611 11 36.490 -29.8

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 815,289 132.456 575,855 112.489 17.8

29 液体原動機（その他） 194,725 94.614 118,841 81.106 16.7

31 気体原動機(シリンダ） 736,891 29.935 655,435 28.789 4.0

39 気体原動機(その他） 145,505 12.719 190,379 17.330 -26.6

80 その他原動機 X 10.765 X 7.393 45.6

- 344.006 - 334.594 2.8

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 3.710 X 11.540 -67.9

8404 - 90 部品(補助機器用） X 3.213 X 9.615 -66.6

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 20.227 X 37.514 -46.1

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 2.140 X 2.704 -20.9

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 171.011 X 203.552 -16.0

8412 - 90 部品（その他） X 242.094 X 164.786 46.9

- 442.394 - 429.711 3.0

- 786.400 - 764.305 2.9

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 X 6.254 X 10.374 -39.7

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 234,665 13.487 211,928 12.068 11.8

8474 - 10 選別機 1,762 34.154 2,720 31.604 8.1

20 破砕機 773 30.657 420 27.276 12.4

39 混合機 274 1.256 1,052 6.803 -81.5

- 85.807 - 88.125 -2.6

8474 - 90 部品 X 47.339 X 57.760 -18.0

- 47.339 - 57.760 -18.0

- 133.147 - 145.885 -8.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

表３　米国における産業機械の輸入統計（詳細）

Ch.(%)

Ch.(%)

2018年04月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

(1) ボイラ・原動機

2019年04月

総合計

HS コード 品    名

品    名

機械類合計

部品合計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

2019年04月 2018年04月
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(3) 化学機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 48,773 32.679 26,139 36.604 -10.7

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 173,622 36.932 193,612 40.036 -7.8

20 〝 (減菌器） 4,855 12.735 8,917 11.866 7.3

32 〝 (乾燥機・紙パ用） 1,020 11.391 128 2.119 437.5

39 〝 (乾燥機・その他） 14,329 23.119 10,002 10.729 115.5

40 〝 (蒸留機） 7,137 12.024 5,020 11.291 6.5

50 〝 (熱交換装置） 871,767 124.170 976,925 104.155 19.2

60 〝（気体液化装置） 1,711 24.693 692 4.414 459.4

89 〝（その他） 535,467 67.051 567,701 56.511 18.7

8405 - 10 発生炉ガス発生機 X 2.219 X 1.039 113.5

8479 - 82 混合機 181,528 48.051 132,250 56.221 -14.5

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 9 0.091 7 0.048 90.6

8421 - 19 〝（遠心分離機） 116,934 17.902 95,239 22.846 -21.6

29 〝（液体ろ過機） 27,814,347 90.422 32,896,916 90.951 -0.6

39 〝 (気体ろ過機） X 286.389 X 271.008 5.7

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 11 1.412 64 2.684 -47.4

20 〝 （製紙用） 29 0.458 54 3.371 -86.4

30 〝 （仕上用） 330 3.883 145 1.464 165.3

8441 - 10 〝 （切断機） 298,485 31.442 232,225 21.066 49.3

40 〝 （成形用） 37 0.601 10 0.597 0.6

80 〝 （その他） 2,248 37.688 469 11.833 218.5

- 865.351 - 760.852 13.7

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 2.425 X 0.478 407.0

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 14.983 X 4.150 261.0

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 15.964 X 10.750 48.5

99 部品（ろ過機用） X 125.673 X 141.001 -10.9

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 16.689 X 9.145 82.5

99 部品（製紙・仕上機用） X 38.267 X 22.463 70.4

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 21.539 X 18.365 17.3

- 235.540 - 206.352 14.1

- 1,100.891 - 967.204 13.8
     

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 837 68.298 764 79.347 -13.9

20 押出成形機 57 10.552 122 16.966 -37.8

30 吹込み成形機 113 14.557 119 28.263 -48.5

40 真空成形機 242 11.217 251 11.959 -6.2

51 その他の機械（成形用） 66 6.702 132 8.793 -23.8

59 その他のもの（成形用） 361 11.286 206 9.709 16.2

80 その他の機械 6,831 39.811 9,426 43.899 -9.3

8,507 162.423 11,020 198.936 -18.4

8477 - 90 部品 X 105.329 X 112.779 -6.6

- 105.329 - 112.779 -6.6

- 267.751 - 311.715 -14.1

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

機械類合計

HS コード

部品合計

品    名

総合計

Ch.(%)

2019年04月 2018年04月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

Ch.(%)品    名HS コード

2019年04月 2018年04月
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(5) 風水力機械 （輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 361,551 22.259 389,441 17.017 30.8

30 5,313,914 222.958 5,648,322 222.120 0.4

50 - 0010 1,410 15.012 1,235 11.101 35.2

0050 383,515 13.085 421,057 16.683 -21.6

0090 353,969 27.150 314,108 29.617 -8.3

60 - 0050 1,422 0.408 96 0.245 66.4

0070 3,276 0.569 3,000 0.249 128.4

0090 604,918 26.498 464,703 19.841 33.6

70 3,128,153 143.880 3,020,036 122.967 17.0

81 857,402 35.478 2,101,351 41.600 -14.7

82 5,508 0.333 4,922 0.518 -35.7

8414 - 80 - 1605 82,882 4.032 77,351 3.737 7.9

1615 34,895 5.272 34,685 5.789 -8.9

1625 4,591 1.806 3,687 1.546 16.8

1635 2,081 1.275 3,675 1.851 -31.1

1640 241 0.447 292 0.469 -4.6

1645 394 3.043 392 1.518 100.5

1655 227 0.624 1 0.089 601.6

1660 10,771 4.324 7,978 4.389 -1.5

1665 1,592 4.807 840 4.873 -1.4

1670 468 5.017 456 4.865 3.1

1675 450 14.390 380 12.249 17.5

1680 28,784 6.109 33,508 3.773 61.9

1685 702,135 23.760 707,932 20.939 13.5

1690 190,003 9.594 247,155 10.786 -11.0

2015 479 14.273 182 1.075 1227.2

2055 20,741 3.658 21,806 4.679 -21.8

2065 14 0.312 35 1.319 -76.4

2075 42 8.671 270 8.456 2.5

9000 389,236 15.805 383,600 18.078 -12.6

8414 - 59 - 6560 送風機（その他遠心式） 2,361,646 52.464 1,654,442 45.576 15.1

6590 〃（その他軸流式） 3,042,312 48.072 4,068,861 59.016 -18.5

6595 〃（その他） 1,630,048 47.574 1,522,096 38.107 24.8

10 真空ポンプ 1,099,664 68.308 1,058,449 70.536 -3.2

20,618,734 851.269 22,196,344 805.671 5.7

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 13.314 X 15.667 -15.0

2000 〃（紙パ用ストックポンプ） X 3.659 X 1.420 157.7

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 29.650 X 29.382 0.9

9095 〃（ポンプ用その他） X 157.987 X 168.650 -6.3

92 〃（液体エレベータ） X 2.297 X 1.286 78.7

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 31.959 X 25.791 23.9

4165 〃（その他圧縮機ハウジング） 388,049 11.178 342,643 13.435 -16.8

4175 〃（その他圧縮機その他） X 0.000 X 53.776 -100.0

9040 〃（真空ポンプ） X 6.608 X 7.600 -13.1

9080 〃（その他） X 21.466 X 25.038 -14.3

- 278.118 - 342.044 -18.7

- 1,129.387 - 1,147.715 -1.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

〃 （ 〃8.21KW＜ ≦11.19KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

機械類合計

〃 （携帯式その他）

〃 （ 〃19.4KW＜ ≦74.6KW)

総合計

〃 （その他）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （〃22.38KW≦ ≦74.6KW)

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （〃＞746KW)

部品合計

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （定置式その他）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

ポンプ（その他計器付設型）

液体エレベータ

〃 （タービンポンプその他）

〃 （ 〃4.48KW＜ ≦8.21KW)

HS コード

〃 （ピストンエンジン用）

品    名

圧縮機（定置往復式≦746W）

〃 （ 〃746Ｗ＜ ≦4.48KW)

〃 （油井用回転容積式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （〃11.19KW＜ <22.38KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦19.4KW)

Ch.(%)

2019年04月 2018年04月
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(6) 運搬機械 （輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

Ch.(%)

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

44 0.741 13 0.115 544.1

12 44 1.649 142 17.750 -90.7

19 1,225 25.218 1,072 31.755 -20.6

20 191 34.448 70 5.882 485.7

30 54 0.389 24 0.729 -46.6

91 318 15.493 320 16.177 -4.2

99 1,556 3.324 1,213 34.585 -90.4

8425 - 39

819,274 12.433 694,997 14.423 -13.8

11 101,141 15.223 25,398 9.091 67.4

19 4,009,464 9.647 3,922,208 10.015 -3.7

31 74,656 10.484 82,370 11.780 -11.0

8428 - 60 0 0.000 5 0.166 -100.0

90 - 0110 406 10.836 472 7.487 44.7

0120 3,298 39.198 2,551 42.336 -7.4

0190 553,063 180.436 660,279 196.472 -8.2

8425 - 41

23,413 3.912 22,763 2.736 43.0

42 　〃 （液圧式その他） 590,734 31.885 557,777 30.644 4.1

49 　〃 （その他のもの） 1,700,032 26.515 1,829,506 28.455 -6.8

8428 - 20 - 0010

481 9.283 691 11.001 -15.6

0050 220 1.509 96 0.711 112.3

10 〃（非連続エレ・スキップホイス） 2,329 18.342 1,209 14.225 28.9

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 48 2.424 88 5.452 -55.5

31 その他連続式エレベ・コンベイヤ

  （地下使用形） 42 0.514 310 0.144 257.9

32 〃（その他バケット型） 228 0.792 151 1.205 -34.3

33 〃（その他ベルト型） 7,048 58.502 9,015 59.231 -1.2

39 〃（その他のもの） 43,326 55.313 37,336 80.499 -31.3

7,932,635 568.509 7,850,076 633.065 -10.2

8431 - 10 - 0010 部品

X 9.918 X 4.391 125.9

0090 X 17.056 X 19.818 -13.9

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.237 X 0.500 -52.6

0040 X 1.700 X 1.464 16.1

0060 X 32.470 X 29.732 9.2

39 - 0010 X 69.473 X 85.446 -18.7

0050 X 3.615 X 7.042 -48.7

0070 X 3.095 X 4.971 -37.7

0080 X 69.892 X 75.491 -7.4

49 - 1010 X 8.969 X 9.827 -8.7

1060 X 4.400 X 3.657 20.3

1090 X 24.358 X 19.291 26.3

- 245.182 - 261.630 -6.3

- 813.692 - 894.695 -9.1

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・8425.20.0000巻上機（ウィンチ・坑口巻上）は、8425.39.0100巻上機（ウインチ・キャプスタン：その他）に統合された。

〃（非連続作動エレベータ用）

〃（移動リ・ストラドル等用）

〃（天井・ガント・門形等用）

〃（その他クレーン用）

クレーン

巻上機

ジャッキ・ホイスト

　〃 （道路走行車両装備用）

　〃 （プーリタ・ホイス：電動）

　〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

　〃 （移動リフテ・ストラドル）

　〃 （〃：その他）

　〃 （その他のもの）

　〃 （タワークレーン）

　〃 （産業用ロボット)

品    名

　〃 （門形ジブクレーン）

2019年04月 2018年04月

   （ウィン・キャップ：その他）

　〃 （非固定天井・ガントリ等）

   　（据付け式）

エスカレータ・エレベータ

　（空圧式コンベイャ）

　〃 （その他の機械装置)

　〃 （ケーブルカー等けん引装置)

　〃 （森林での丸太取扱装置)

〃（その他巻上機等用）

部品合計

機械類合計

〃（石油・ガス田機械装置用）

〃（森林での丸太取扱装置用）

   （固定支持式天井クレーン）

総合計

HS　コード

〃（その他巻上機用）

〃（空圧式エレベ・コンベ用）

〃（空圧式エレベータ）

  （プーリタタック・ホイス用）

〃（エスカレータ用）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(7) 金属加工機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 168 0.947 20 0.097 876.2

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 29 1.794 65 6.380 -71.9

22 〃（冷間圧延用） 488 14.301 146 1.347 961.5

8462 - 10 鋳造機等 8,192 12.790 1,341 19.716 -35.1

21 ベンディング等（数値制御式） 266 35.045 161 21.884 60.1

29 〃（その他） 11,801 35.698 18,024 19.115 86.8

31 剪断機（数値制御式） 36 0.890 7 0.452 97.1

39 〃（その他） 1,085 4.754 1,545 4.095 16.1

41 パンチング等（数値制御式） 23 7.194 39 11.958 -39.8

49 〃（その他） 910 3.617 1,566 2.270 59.3

91 液圧プレス 589 11.543 1,005 10.578 9.1

99 その他 649 5.238 1,876 9.884 -47.0

24,236 133.811 25,795 107.776 24.2

8455 - 90 部品（圧延機用） * 1,935,607 23.059 1,167,984 11.074 108.2

- 23.059 - 11.074 108.2

- 156.870 - 118.850 32.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「kg」である。

(8) 業務用洗濯機　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 919 0.083 570 0.046 81.9

19 〃（〃・その他） 13,233 0.142 6,309 0.280 -49.2

20 〃（10kg超） 365,905 136.977 135,280 63.921 114.3

8451 - 10 ドライクリーニング機 66 2.140 59 2.083 2.7

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 134,529 43.484 115,661 39.349 10.5

514,652 182.826 257,879 105.678 73.0

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 19.871 X 18.284 8.7

- 19.871 - 18.284 8.7

- 202.697 - 123.962 63.5

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(9) 動力伝導装置　　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 256,143 14.730 267,876 17.283 -14.8

3040 ギヤボックス等変速機（固定比・紙パ機械用 11,350 0.601 13,799 0.449 33.8

3080 〃（手動可変式・紙パ機械用） 63,306 2.715 13,129 1.906 42.5

5010 〃（固定比・その他） 782,456 152.774 895,494 118.577 28.8

5050 〃（手動可変式・その他） 552,734 46.702 593,295 42.570 9.7

7000 〃（その他） 64,121 13.336 63,023 7.963 67.5

9000 歯車及び歯車伝導機 X 51.172 X 60.902 -16.0

- 282.031 - 249.650 13.0

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 0.000 X 112.427 -100.0

- 0.000 - 112.427 -100.0

- 282.031 - 362.078 -22.1

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

Ch.(%)

2019年04月 2018年04月
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2019年04月
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2018年04月
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2019年04月 2018年04月

品    名

総合計

部品合計
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米国プラスチック機械の輸出入統計（2019年4月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2019 年 4 月の米国におけるプラスチック機械

の輸出入の概要は、次のとおりである。 

(1) プラスチック機械の輸出は、全体で 1 億 2,712 万ドル（対前年同月比 11.2%減）となった。

輸出先は、メキシコが 2,696 万ドル（同 8.5%増）で最も大きく、次いでカナダが 2,248 万ド

ル（同 20.6%減）、ドイツが 1,425 万ドル（同 0.9%減）、中国が 1,039 万ドル（同 31.4%減）

と続く。機種別の輸出金額は、射出成形機は 1,450 万ドル（同 18.5%増）、押出成形機は 763
万ドル（同 69.3%増）、吹込み成形機は 234 万ドル（同 23.9%減）、真空成形機及びその他の

熱成形機（以下「真空成形機等」という。）は 264 万ドル（同 73.6%増）となり、部分品は

6,371 万ドル（同 18.7%減）となった。 

(2) プラスチック機械の輸入は、全体で 2 億 6,775 万ドル（同 14.1%減）となった。輸入元は、

ドイツが 6,599 万ドル（同 0.2%増）で最も大きく、次いでカナダが 3,997 万ドル（同 3.2％
増）、日本が 2,831 万ドル（同 23.6%減）、オーストリアが 2,519 万ドル（同 29.5%減）と続

く。機種別の輸入金額は、射出成形機は 6,830 万ドル（同 13.9%減）、押出成形機は 1,055 万

ドル（同 37.8%減）、吹込み成形機は 1,456 万ドル（同 48.5 減）、真空成形機等は 1,122 万ド

ル（同 6.2%減）となり、部分品は 1 億 533 ドル（同 6.6%減）となった。 

(3) プラスチック機械の対日輸出は、全体で 216 万ドル（同 50.9%減）となり、全輸出金額に

占める割合は 1.7%となった。 

(4) プラスチック機械の対日輸入は、全体で 2,831 ドル（同 23.6%減）となり、全輸入金額に

占める割合は、10.6%となった。主要機種のうち、射出成形機の対日輸入金額が最も大きく、

1,663 万ドル（同 14.6%減）となった。 

(5) プラスチック機械輸出の単純平均単価は、射出成形機が 104.3 千ドル、押出成形機が 81.2
千ドル、吹込み成形機が 32.1 千ドル、真空成形機等が 24.2 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、28.0 千ドルとなった。 

(6) プラスチック機械輸入の単純平均単価は、射出成形機が 81.6 千ドル、押出成形機が 185.1
千ドル、吹込み成形機が 128.8 千ドル、真空成形機等が 46.4 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、19.1千ドルとなった。なお、対日輸入の射出成形機の単純平均単価は 131.0
千ドルとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 1 米国におけるプラスチック機械の輸出金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 2 米国におけるプラスチック機械の輸入金額の推移 
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(単位:台、百万ドル・億円:$1=100円)

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

アイルランド 3 0.629 17 0.855 -0.226 -26.4 0 0.000 1 0.055 -100.0

イギリス 24 2.876 18 4.403 -1.527 -34.7 0 0.000 0 0.000 -

フランス 24 1.483 36 2.898 -1.416 -48.9 0 0.000 0 0.000 -

ドイツ 208 14.248 211 14.378 -0.130 -0.9 1 0.047 0 0.000 -

イタリア 15 1.677 74 3.503 -1.826 -52.1 6 0.485 0 0.000 -

トルコ 0 0.484 1 0.153 0.331 216.6 0 0.000 0 0.000 -

小計 274 21.396 357 26.190 -4.794 -18.3 7 0.532 1 0.055 874.2

カナダ 638 22.482 483 28.308 -5.825 -20.6 8 0.601 14 1.477 -59.3

メキシコ 403 26.956 532 24.835 2.121 8.5 108 12.057 52 5.744 109.9

コスタリカ 8 0.749 17 1.770 -1.021 -57.7 1 0.172 2 0.585 -70.5

コロンビア 2 0.745 12 0.781 -0.036 -4.7 0 0.000 1 0.074 -100.0

ベネズエラ 0 0.059 0 0.020 0.039 197.7 0 0.000 0 0.000 -

ブラジル 40 1.888 18 2.145 -0.257 -12.0 0 0.000 3 0.285 -100.0

チリ 15 0.835 4 1.686 -0.851 -50.5 0 0.000 0 0.000 -

小計 1,091 52.879 1,062 57.859 -4.980 -8.6 117 12.830 72 8.165 57.1

日本 36 2.162 133 4.406 -2.244 -50.9 0 0.000 0 0.000 -

韓国 61 2.975 32 1.897 1.078 56.8 0 0.000 0 0.000 -

中国 268 10.387 255 15.135 -4.748 -31.4 0 0.000 0 0.000 -

台湾 6 2.526 58 0.794 1.732 218.0 0 0.000 0 0.000 -

シンガポール 12 1.272 9 1.166 0.106 9.1 4 0.233 0 0.000 -

タイ 5 1.249 22 1.527 -0.279 -18.3 0 0.000 0 0.000 -

インド 99 4.475 49 2.375 2.101 88.5 0 0.000 0 0.000 -

小計 487 25.047 558 27.300 -2.254 -8.3 4 0.233 0 0.000 -

その他 416 27.796 461 31.810 -4.014 -12.6 11 0.905 22 4.012 -77.5

合計 2,268 127.117 2,438 143.159 -16.042 -11.2 139 14.500 95 12.231 18.5

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額 19年04月 輸出金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

アイルランド 0 0.000 -100.0 1 0.122 - 2 0.036 -53.7 0.471 35.0

イギリス 7 0.378 485.1 0 0.000 - 2 0.013 100.0 2.004 -49.7

フランス 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 0.398 -79.0

ドイツ 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 3 0.053 4.8 7.583 -1.0

イタリア 0 0.000 - 1 0.018 - 0 0.000 - 0.667 -66.2

トルコ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.484 225.1

小計 7 0.378 -53.2 2 0.140 -82.2 7 0.103 -24.4 11.606 -27.5

カナダ 7 0.450 237.5 1 0.006 -99.1 8 0.091 8.1 17.893 -20.3

メキシコ 6 0.483 -66.8 2 0.170 -86.6 80 1.871 193.8 8.098 -14.1

コスタリカ 1 0.144 -68.6 0 0.000 - 0 0.000 - 0.248 -27.2

コロンビア 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.727 36.6

ベネズエラ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.059 197.7

ブラジル 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.961 -33.3

チリ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.610 -62.6

小計 14 1.078 -47.4 3 0.176 -90.9 88 1.962 172.1 27.987 -18.2

日本 0 0.000 - 20 0.487 714.6 2 0.014 - 1.332 8.1

韓国 1 0.047 - 1 0.099 - 0 0.000 -100.0 0.914 51.5

中国 33 2.332 - 0 0.000 - 4 0.146 484.7 3.358 -55.2

台湾 4 1.480 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.961 131.2

シンガポール 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.630 -40.6

タイ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 1.139 7.0

インド 26 1.800 946.3 6 0.193 -22.7 0 0.000 - 0.714 -15.5

小計 64 5.659 3,189.5 27 0.780 151.7 6 0.160 -33.3 9.047 -28.8

その他 9 0.519 -65.0 41 1.247 2,915.1 8 0.417 -2.0 15.073 -2.5

合計 94 7.633 69.3 73 2.343 -23.9 109 2.641 73.6 63.713 -18.7

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等 部分品

2019年04月 2019年04月 2019年04月

表1　米国プラスチック機械の国別輸出統計 (2019年04月)

プラスチック機械合計 射出成形機

2019年04月 2018年04月2019年04月 2018年04月

押出成形機 吹込み成形機
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(単位:台、百万ドル・億円:$1=100円)

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

イギリス 68 4.141 70 4.165 -0.024 -0.6 12 0.123 0 0.000 -

スペイン 10 0.542 6 0.240 0.302 126.0 0 0.000 0 0.000 -

フランス 51 4.778 112 15.759 -10.980 -69.7 0 0.000 23 1.316 -100.0

オランダ 101 11.925 38 8.092 3.833 47.4 0 0.000 3 0.043 -100.0

ドイツ 2,732 65.994 607 65.845 0.149 0.2 126 16.756 100 13.590 23.3

スイス 113 8.036 57 6.928 1.108 16.0 2 0.825 5 0.823 0.3

オーストリア 103 25.192 131 35.708 -10.516 -29.5 86 17.216 85 17.580 -2.1

ハンガリー 0 0.166 9 0.033 0.133 403.4 0 0.000 0 0.000 -

イタリア 606 20.397 339 24.961 -4.565 -18.3 3 0.077 10 1.436 -94.6

ルーマニア 7 1.978 62 0.864 1.114 128.9 0 0.000 0 0.000 -

チェコ 52 1.978 20 0.864 1.114 128.9 0 0.000 0 0.000 -

ポーランド 12 0.419 9 0.180 0.239 132.9 0 0.000 0 0.000 -

小計 3,855 145.545 1,460 163.639 -18.094 -11.1 229 34.997 226 34.788 0.6

カナダ 207 39.967 175 38.719 1.248 3.2 9 3.698 17 7.020 -47.3

ブラジル 6 0.264 75 0.722 -0.458 -63.5 0 0.000 0 0.000 -

小計 213 40.230 250 39.441 0.789 2.0 9 3.698 17 7.020 -47.3

日本 361 28.311 574 37.068 -8.757 -23.6 127 16.631 165 19.466 -14.6

韓国 137 5.580 64 7.411 -1.831 -24.7 11 1.262 44 4.135 -69.5

中国 1,622 16.409 7,967 34.566 -18.157 -52.5 305 4.488 247 9.900 -54.7

台湾 217 7.150 140 5.068 2.082 41.1 27 0.945 19 1.071 -11.8

タイ 1,666 6.494 269 4.688 1.806 38.5 27 2.343 8 0.529 343.2

インド 26 4.266 61 3.265 1.001 30.7 14 1.168 30 0.881 32.5

小計 4,029 68.210 9,075 92.066 -23.856 -25.9 511 26.837 513 35.982 -25.4

その他 410 13.766 235 16.569 -2.803 -16.9 88 2.766 8 1.556 77.8

合計 8,507 267.751 11,020 311.715 -43.963 -14.1 837 68.298 764 79.347 -13.9

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額 19年04月 輸入金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

イギリス 2 0.489 -43.3 0 0.000 - 6 0.157 18.4 2.603 -3.4

スペイン 1 0.022 27.3 0 0.000 - 2 0.173 - 0.307 107.4

フランス 0 0.000 - 1 0.006 -99.9 2 0.004 -35.1 4.501 18.5

オランダ 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 4 0.038 93.9 1.209 -66.7

ドイツ 23 3.107 -56.7 4 3.960 13.7 106 4.396 -2.5 27.978 12.6

スイス 0 0.000 - 65 4.354 - 2 0.019 - 2.201 -47.1

オーストリア 4 1.003 -50.3 2 1.174 2,012.2 1 0.264 -83.7 3.963 -33.0

ハンガリー 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.166 626.7

イタリア 8 2.304 -48.3 3 1.454 -40.0 7 3.037 -1.3 5.080 -21.4

ルーマニア 0 0.000 - 0 0.000 - 4 0.480 - 0.000 -100.0

チェコ 0 0.000 - 0 0.000 - 4 0.480 - 0.000 -100.0

ポーランド 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.318 114.8

小計 38 6.925 -53.1 75 10.949 -34.3 138 9.047 -4.2 48.326 -8.8

カナダ 0 0.000 -100.0 25 2.184 23.9 4 0.435 -26.2 26.486 6.2

ブラジル 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 0 0.000 - 0.260 -61.2

小計 0 0.000 -100.0 25 2.184 23.9 4 0.435 -26.2 26.746 4.4

日本 3 1.630 49.5 1 0.543 -92.4 1 0.608 - 5.163 -21.0

韓国 5 1.378 - 0 0.000 - 96 1.128 12.7 1.169 -32.0

中国 3 0.125 -70.9 2 0.011 -99.0 1 0.043 -69.2 9.414 -22.6

台湾 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 2.723 27.1

タイ 3 0.155 - 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 3.168 0.9

インド 1 0.295 2,850.0 10 0.871 195.8 0 0.000 - 1.769 67.1

小計 15 3.584 109.1 13 1.424 -84.5 98 1.779 41.5 23.406 -12.5

その他 4 0.044 - 0 0.000 -100.0 2 (0.044) -106.6 6.850 -7.5

合計 57 10.552 -37.8 113 14.557 -48.5 242 11.217 -6.2 105.329 -6.6

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

2018年04月2019年04月

押出成形機 吹込み成形機

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等

表2　米国プラスチック機械の国別輸入統計 (2019年04月)

2019年04月 2019年04月 2019年04月

部分品

プラスチック機械合計 射出成形機

2019年04月 2018年04月
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項目 2019年04月 2018年04月 伸び率（％） 2019年04月 2018年04月 伸び率（％） 2019年04月 2018年04月

8477-10 射出成形機 14.500 12.231 18.5 0.000 0.000 - 0.0 0.0

8477-20 押出成形機 7.633 4.508 69.3 0.000 0.000 - 0.0 0.0

8477-30 吹込み成形機 2.343 3.080 -23.9 0.487 0.060 714.6 20.8 1.9

8477-40 真空成形機等 2.641 1.521 73.6 0.014 0.000 - 0.5 0.0

8477-51 その他の機械 （成形用） 1.477 4.049 -63.5 0.000 0.003 -100.0 0.0 0.1

8477-59 その他のもの （成形用） 6.720 10.446 -35.7 0.216 0.607 -64.5 3.2 5.8

8477-80 その他の機械 28.090 28.924 -2.9 0.112 2.503 -95.5 0.4 8.7

63.404 64.759 -2.1 0.829 3.173 -73.9 1.3 4.9

8477-90 部分品 63.713 78.400 -18.7 1.332 1.233 8.1 2.1 1.6

127.117 143.159 -11.2 2.162 4.406 -50.9 1.7 3.1

項目 2019年04月 2018年04月 伸び率（％） 2019年04月 2018年04月 伸び率（％） 2019年04月 2018年04月

8477-10 射出成形機 68.298 79.347 -13.9 16.631 19.466 -14.6 24.4 24.5

8477-20 押出成形機 10.552 16.966 -37.8 1.630 1.090 49.5 15.4 6.4

8477-30 吹込み成形機 14.557 28.263 -48.5 0.543 7.155 -92.4 3.7 25.3

8477-40 真空成形機等 11.217 11.959 -6.2 0.608 0.000 - 5.4 0.0

8477-51 その他の機械 （成形用） 6.702 8.793 -23.8 2.498 0.254 882.7 37.3 2.9

8477-59 その他のもの （成形用） 11.286 9.709 16.2 0.020 1.047 -98.1 0.2 10.8

8477-80 その他の機械 39.811 43.899 -9.3 1.219 1.517 -19.7 3.1 3.5

162.423 198.936 -18.4 23.148 30.529 -24.2 14.3 15.3

8477-90 部分品 105.329 112.779 -6.6 5.163 6.539 -21.0 4.9 5.8

267.751 311.715 -14.1 28.311 37.068 -23.6 10.6 11.9

項目 輸出数量 対日輸出数量 輸入数量 対日輸入数量

8477-10 射出成形機 139 104.3 0 - 837 81.6 127 131.0

8477-20 押出成形機 94 81.2 0 - 57 185.1 3 543.3

8477-30 吹込み成形機 73 32.1 20 24.4 113 128.8 1 542.7

8477-40 真空成形機等 109 24.2 2 7.0 242 46.4 1 607.7

8477-51 その他の機械 （成形用） 543 2.7 0 - 66 101.5 20 124.9

8477-59 その他のもの （成形用） 147 45.7 6 35.9 361 31.3 2 10.1

8477-80 その他の機械 1,163 24.2 8 14.0 6,831 5.8 207 5.9

2,268 28.0 36 23.0 8,507 19.1 361 64.1

8477-90 部分品 X - X - X - X -

- - - - - - - -

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

対日輸入単純平均単価

対日輸出割合（％）

対日輸出割合（％）対日輸入金額

機械類小計

合計

輸出金額 対日輸出金額

表3　米国プラスチック機械の機種別輸出入統計（2019年04月）

（単位：台、百万ドル・億円；単価は千ドル・10万円；$1=100円）

機械類小計

合計

輸入金額

機械類小計

合計

輸出単純平均単価 対日輸出単純平均単価 輸入単純平均単価
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米国の鉄鋼生産と設備稼働率（2019年4月） 

 
米国鉄鋼協会（American Iron and Steel Institute）の月次統計に基づく、米国における 2019

年 4 月の鉄鋼生産と設備稼働率の概要は、以下のとおりである。 
 
① 粗鋼生産量は 810.9万ネット・トンで、前月の 847.2 万ネット・トンから減少（△4.3%）と

なり、対前年同月比は増加（＋6.3%）となった。炉別では、前年同月比で転炉鋼（△1.4%）、

電炉鋼（＋9.9%）、連続鋳造鋼（＋8.1%）となっている。 
鉄鋼生産量は 821.0万ネット・トンで、前月の 832.8 万ネット・トンから減少（△1.4%）と

なり、対前年同月比は増加（＋5.3%）となった。鋼種別では、前年同月比で炭素鋼（＋6.6%）、

合金鋼（△19.8%）、ステンレス鋼（△6.1%）となっている。 
 
② 主要分野別の出荷状況をみると、自動車関連 109.0万ネット・トン（同△5.2%）、建設関連

162.9万ネット・トン（対前年同月比＋12.6%）、中間販売業者 252.8 万ネット・トン（同＋14.5%）、

機械産業（農業関係を除く）17.7万ネット・トン（同＋8.5%）となっている。 
需要分野別にみると、鉄鋼中間材（同＋27.8%）、中間販売業者（同＋14.5%）、建設関連（同

＋12.6%）、鉄道輸送（同＋3.9%）、船舶・舶用機械（同＋240.4%）、航空・宇宙（同＋1183.3%）、

石油・ガス・石油化学（同＋47.2%）、鉱山・採石・製材（同＋38.0%）、農業（農業機械等）

（同＋25.8%）、機械装置・工具（同＋11.6%）、電気機器（同＋4.2%）、家電・食卓用金物

（同＋3.1%）、コンテナ等出荷機材（同＋11.2%）が対前年比で増加となり、産業用ねじ（同

△47.4%）、自動車（同△5.2%）、が対前年比で減少となっている。また、外需は減少（同△

30.0%）となっている。 
 
③  鉄鋼輸出は、60.3 万ネット・トンで、前月の 58.9 万ネット・トンから増加（＋2.4%）とな

り、対前年同月比は減少（△30.0%）となった。 
 

④  鉄鋼輸入は、333.7 万ネット・トンで、前月の 227.1 万ネット・トンから増加（＋46.9%）

となり、対前年同月比は減少（△11.2%）となっている。鋼種別にみると対前年同月比で、炭

素鋼（△11.2%）、合金鋼（△17.9%）、ステンレス鋼（△19.3%）となっている。 
主要な輸入元としては、カナダが 40.7 万ネット・トン、メキシコが 29.6 万ネット・トン、

メキシコ・カナダを除く南北アメリカが 5.1 万ネット・トン、EU が 47.8 万ネット・トン、欧

州の EU 非加盟国（ロシアを含む）が 32.5 万ネット・トン、アジアが 66.6 万ネット・トン、

となっている。 
主な荷受地は、大西洋岸で 46.3万ネット・トン（構成比 20.4%）、メキシコ湾岸部で 105.5

万ネット・トン（同 46.5%）、太平洋岸で 28.9万ネット・トン（同 12.7%）、五大湖沿岸部で

44.9万ネット・トン（同 19.8%）となっている。 
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また、米国内消費に占める輸入（半製品を除く）の割合は 30.5%と、前月の 22.7%から 7.8%
増、前年同月の 35.1%から 4.6%減となった。 
 

⑤  設備稼働率は 81.3%で、前月の 82.2%から 0.9%減となり、前年同月の 76.0 %から 5.3%増

となった。また、内需は 1,094.4 万ネット・トンとなり、対前年同月比で増加（＋2.3%）と

なっている。 
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表 1 米国における鉄鋼生産、設備稼働率、輸出入等（2019年 3月） 
 

2019年 2018年 対前年比伸率(%) 

4月 年累計 4 月 年累計 4 月 年累計 

1.粗鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）  
(1)Pig Iron 2,055 8,449 2,122 8,381 △ 3.2 0.8

(2)Raw Steel（合計） 8,109 32,536 7,630 30,577 6.3 6.4

Basic Oxygen 
Process(*1) 2,394 9,965 2,429 9,579 △ 1.4 4.0

Electric(*2) 5,715 22,571 5,201 20,997 9.9 7.5

Continuous Cast(*1及び

*2の一部を含む。) 8,089 32,453 7,485 29,995 8.1 8.2

2.設備稼働率（％） 81.3 81.5 76.0 76.4  
3.鉄鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(A) 8,210 32,362 7,798 31,260 5.3 3.5

(1)Carbon 7,768 30,493 7,286 29,176 6.6 4.5

(2)Alloy 228 1,017 284 1,138 △ 19.8 △ 10.6

(3)Stainless 214 853 228 946 △ 6.1 △ 9.9

4.輸出（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(B) 603 2,428 861 3,366 △ 30.0 △ 27.9

5.輸入（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(C) 3,337 11,522 3,758 12,455 △ 11.2 △ 7.5

(1)Carbon 2,443 8,495 2,975 9,613 △ 17.9 △ 11.6

(2)Alloy 810 2,717 678 2,410 19.3 12.7

(3)Stainless 85 311 104 432 △ 18.5 △ 28.1

6.内需（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ） 10,944 41,456 10,695 40,349 2.3 2.7

(D)=A＋C-B  
7.内需に占める輸入の割

合 30.5 27.8 35.1 30.9  

(E)=C/D*100(%)  
（注）①出所：AISI(American Iron and Steel Institute) 
    ②端数調整のため、合計の合わない場合もある。 
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表 2 米国鉄鋼業の設備稼働率の推移 
                                                  （単位：%） 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均稼働

2018年 73.6 77.9 78.3 76.0 77.1 77.4 78.4 79.4 79.6 80.2 81.2 79.4 78.2 

2019年 80.4 82.4 82.2 81.3         81.6 
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折れ線グラフ：設備稼働率（左軸） 
棒グラフ：粗鋼生産量（右軸）  
 

図 1 米国における粗鋼生産量と設備稼働率の推移 
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2019-2018
2019 2018

Apr. 4 Mos. Apr. 4 Mos. Apr. 4 Mos.
PRODUCTION:(Millions N.T.)

 Pig Iron 2.055 8.449 2.122 8.381 -3.2% 0.8%

 Raw Steel (total) 8.109 32.536 7.630 30.577 6.3% 6.4%
   Basic Oxygen process 2.394 9.965 2.429 9.579 -1.4% 4.0%
   Electric 5.715 22.571 5.201 20.997 9.9% 7.5%
   Continuous cast (incl. above) 8.089 32.453 7.485 29.995 8.1% 8.2%

   Rate of Capability Utilization 81.3 81.5 76.0 76.4

MILL SHIPMENTS: (000 N.T.)

 Total steel mill products 8,210 32,362 7,798 31,260 5.3% 3.5%
   Carbon 7,768 30,493 7,286 29,176 6.6% 4.5%
   Alloy 228 1,017 284 1,138 -19.8% -10.6%
   Stainless 214 853 228 946 -6.1% -9.9%

FOREIGN TRADE-STEEL MILL PRODUCTS:

 Exports (000 N.T.) 603 2,428 861 3,366 -30.0% -27.9%
 Imports (000 N.T.) 3,337 11,522 3,758 12,455 -11.2% -7.5%
   Carbon 2,443 8,495 2,975 9,613 -17.9% -11.6%
   Alloy 810 2,717 678 2,410 19.3% 12.7%
   Stainless 85 311 104 432 -18.5% -28.1%
Imports excluding semi-finished 2,044 8,100 2,877 9,714 -29.0% -16.6%
APPARENT STEEL SUPPLY EXCLUDING
    SEMI-FINISHED IMPORTS (000 NET TONS) 9,652 38,035 9,815 37,607 -1.7% 1.1%
 Imports excluding semi-finished as % apparent supply 21.2 21.3 29.3 25.8

MILL SHIPMENTS:SELECTED MARKETS 

 Automotive 1,090 4,280 1,150 4,716 -5.2% -9.2%
 Construction & contractors' products 1,629 6,567 1,446 5,857 12.6% 12.1%
 Service centers & distributors 2,528 9,950 2,208 8,916 14.5% 11.6%
 Machinery,excl. agricultural 177 739 163 606 8.5% 21.9%

EMPLOYMENT DATA: 12 mo. 2017 vs. 12 mo. 2016

 Total Net Number of Employees 139 140 -0.5%
   (000)  Source:  BLS

 Hourly Employment Cost: 12 mo. 2011 vs. 12 mo. 2010
 Total wage and benefits
 Source: BLS - NAICS 3311 Iron & Steel Mills 27.20$     26.91$     1.1%

FINANCIAL DATA:(Millions of Dollars) * Preliminary 12 mo. 2017 vs. 12 mo. 2016
Steel Segment
 Total Sales $48,122 $40,129 19.9%
 Operating Income $2,648 $879

% Change

別表1　米国の鉄鋼業データ（１）
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2019-2018
2019 2018

Apr. 4 Mos. Apr. 4 Mos. Apr. 4 Mos.
FOREIGN TRADE - STEEL MILL PRODUCTS:   

Imports - Country of Origin (000 N.T.) 2,271 8,184 3,758 12,455 -39.6% -34.3%

Canada 407 1,294 705 2,435 -42.3% -46.9%

Mexico 296 884 391 1,337 -24.3% -33.9%
     
Other Western Hemisphere 51 1,457 445 1,689 -88.6% -13.7%

EU 478 1,432 478 1,610 -0.1% -11.0%

Other Europe* 325 732 635 1,638 -48.8% -55.3%

Asia 666 2,146 1,019 3,464 -34.6% -38.0%

Oceania 35 80 36 126 -2.3% -36.5%

Africa 14 159 49 156 -71.2% 1.7%

* Includes Russia

Imports - By Customs District (000 N.T.) 2,271 8,184 3,758 12,455 -39.6% -34.3%

    Atlantic Coast 463 1,390 681 2,250 -32.0% -38.2%
    Gulf Coast - Mexican Border 1,055 4,226 1,642 5,654 -35.8% -25.3%
    Pacific Coast 289 1,149 503 1,712 -42.5% -32.9%
    Great Lakes - Canadian Border 449 1,375 891 2,745 -49.6% -49.9%
    Off Shore 15 44 41 94 -63.0% -53.4%

別表2　米国の鉄鋼業データ（２）

% Change
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APRIL 2019
SAME

MONTH
MARKET CLASSIFICATIONS NET TONS PERCENT NET TONS PERCENT PERCENT NET TONS PERCENT
 1. Steel for Converting and Processing
      Wire and wire products 91,536 1.1% 376,286 1.2% 25.1% 58,008 18.2%
      Sheets and strip 422,970 5.2% 1,570,419 4.9% 40.9% 388,977 32.9%
      Pipe and tube 402,415 4.9% 1,604,379 5.0% 19.3% 382,461 31.3%
      Cold finishing 301 0.0% 806 0.0% -17.8% -733 -47.6%
      Other 64,025 0.8% 236,875 0.7% 13.0% 10,689 4.7%
         Total 981,247 12.0% 3,788,765 11.7% 27.8% 839,402 28.5%
 2. Independent Forgers (not elsewhere classified) 15,016 0.2% 60,116 0.2% 9.1% 1,499 2.6%
 3. Industrial Fasteners 3,993 0.0% 15,982 0.0% -47.4% -14,505 -47.6%
 4. Steel Service Centers and Distributors 2,527,994 30.8% 9,949,829 30.7% 14.5% 1,033,701 11.6%
 5. Construction, Including Maintenance
      Metal Building Systems 70,584 0.9% 246,350 0.8% -5.8% -46,938 -16.0%
      Bridge and Highway Construction 8,036 0.1% 48,006 0.1% -47.1% 9,152 23.6%
      General Construction 1,346,495 16.4% 5,447,840 16.8% 14.5% 618,168 12.8%
      Culverts and Concrete Pipe 205 0.0% 265 0.0% 0.0% 113 0.0%
      All Other Construction & Contractors' Products 203,299 2.5% 824,200 2.5% 12.9% 128,919 18.5%
          Total 1,628,619 19.8% 6,566,661 20.3% 12.6% 709,414 12.1%
 7. Automotive
      Vehicles,parts & accessories-assemblers 992,159 12.1% 3,864,978 11.9% -6.0% -444,592 -10.3%
      Trailers, all types 695 0.0% 3,832 0.0% 25.0% 1,455 61.2%
      Parts and accessories-independent suppliers 71,045 0.9% 308,568 1.0% 0.8% -2,994 -1.0%
      Independent forgers 26,234 0.3% 102,882 0.3% 10.7% 10,554 11.4%
         Total 1,090,133 13.3% 4,280,260 13.2% -5.2% -435,577 -9.2%
 8. Rail Transportation 117,594 1.4% 469,389 1.5% 3.9% 51,760 12.4%
 9. Shipbuilding and Marine Equipment 8,356 0.1% 32,778 0.1% 240.4% 16,909 106.6%
10. Aircraft and Aerospace 385 0.0% 1,922 0.0% 1183.3% -188 -8.9%
11. Oil,  Gas & Petrochemical
      Drilling & Transportation 231,852 2.8% 912,124 2.8% 49.6% 167,221 22.4%
      Storage Tanks 927 0.0% 6,392 0.0% -64.0% -3,054 -32.3%
      Oil, Gas & Chemical Process Vessels 3,234 0.0% 13,496 0.0% 16.7% 2,360 21.2%
         Total 236,013 2.9% 932,012 2.9% 47.2% 166,527 21.8%
12. Mining, Quarrying and Lumbering 109 0.0% 470 0.0% 38.0% 80 20.5%
13. Agricultural
      Agricultural Machinery 8,212 0.1% 32,869 0.1% 26.4% 5,464 19.9%
      All Other 1,063 0.0% 4,073 0.0% 20.9% -591 -12.7%
         Total 9,275 0.1% 36,942 0.1% 25.8% 4,873 15.2%
14. Machinery, Industrial Equipment and Tools
      General Purpose Equipment - Bearings 12,876 0.2% 50,814 0.2% 3.9% 7,621 17.6%
      Construction Equip. and Materials Handling Equip. 45,219 0.6% 180,592 0.6% 11.3% 41,461 29.8%
      All Other 47,419 0.6% 204,612 0.6% 14.3% 38,231 23.0%
         Total 105,514 1.3% 436,018 1.3% 11.6% 87,313 25.0%
15. Electrical Equipment 71,169 0.9% 303,316 0.9% 4.2% 45,568 17.7%
16. Appliances, Utensils and Cutlery
      Appliances 157,388 1.9% 614,118 1.9% 3.1% -27,909 -4.3%
      Utensils and Cutlery 1,914 0.0% 7,028 0.0% 5.1% 1,729 32.6%
         Total 159,302 1.9% 621,146 1.9% 3.1% -26,180 -4.0%
17. Other Domestic and Commercial Equipment 16,899 0.2% 80,686 0.2% -15.3% -6,865 -7.8%
18. Containers, Packaging and Shipping Materials
      Cans and Closures 71,219 0.9% 278,299 0.9% -8.0% -18,440 -6.2%
      Barrels, drums and shipping pails 59,973 0.7% 210,360 0.7% 44.3% 45,921 27.9%
      All Other 18,221 0.2% 71,331 0.2% 18.3% 26,230 58.2%
         Total 149,413 1.8% 559,990 1.7% 11.2% 53,711 10.6%
19. Ordnance and Other Military 1,998 0.0% 8,919 0.0% 11.2% 2,566 40.4%
20. Export 602,652 7.3% 2,413,701 7.5% -30.0% -952,697 -28.3%
21. Non-Classified Shipments 484,744 5.9% 1,803,574 5.6% -17.4% -474,510 -20.8%
         TOTAL SHIPMENTS (Items 1-21) 8,210,425 100.0% 32,362,476 100.0% 5.3% 1,102,801 3.5%
+ - Includes revisions for previous months
P - Preliminary, final figures will appear in the detailed quarterly report.
* - Net total after deducting shipments to reporting companies.

別表3　米国における需要分野別の鉄鋼出荷量

CURRENT MONTH YEAR TO DATE+

CHANGE FROM 2018

YEAR TO DATE
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皆さんこんにちは。 
ウィーンは6月下旬から7月上旬にかけて最高気温が35℃前後の日が続き、昨年には経験したこ

とのない暑さとなりました。ウィーン以外でも、フランスでは史上最高となる45.9℃が観測され、

ドイツやチェコでも6月の記録が更新されるなど欧州全体が熱波に見舞われました。欧州の古くか

らある建物はこのような気温となることが想定されておらず、冷房が設置されていないことが多

いため熱中症などに気をつける必要があります。私の職場である事務所は幸い冷房があるため、

快適に過ごすことができました。しかし、アパートには冷房がなく、昨年は窓を開けると冷たい

風が入り快適だったのですが、今年の暑い日は風が流れはするものの空気がぬるく数日間は寝苦

しい夜が続きました。7月中旬からは最高気温が30℃弱で湿度も低い「ウィーンの夏」らしい気候

となりましたが、専門家によると今回のフランスを襲ったような熱波が発生する確率は、気候変

動の影響により高くなっているとのことで、パリ協定などの気候変動対策が進み、このような問

題が早く解決されればと思いました。 
 

6月21日~23日にかけてドナウ川の中州（Donauinsel）で欧州最大規模の野外音楽フェスである

「Donauinselfest」が開催されました。全長が21kmあるDonauinselの4kmほどのエリアに17の
会場が設営され、ポップミュージックだけでなく、子供向けのプログラムなど幅広いジャンルの

催しが行われることから、毎年多くの人が訪れ今年で36回目と人気のイベントとなっています。

我が家は現地のアーティストは詳しくないため、あまり興味がなかったのですが、この会場がア

パートから目と鼻の先にあるため窓を開けていると音が聞こえてきました。日本では考えられま

せんが、このイベントは毎日深夜0時まで爆音を鳴らし続けます。就寝時に窓を閉めると暑く、開

けると重低音というジレンマに苦しめられたので来年のこの時期はどこか旅行にでも行こうかと

考えています。 
 

7月の初めに休暇をとりハルシュタットとザルツブルグを旅行しましたのでご紹介したいと思

います。ハルシュタットは世界一美しい湖畔の町ともいわれており、ユネスコの世界遺産として

も登録されています。このハルシュタットは中国人や韓国人、日本人などの観光客に人気という

こともあり、街で見かける観光客の半数以上がアジア人だったように思います。特に中国では9
億ドル以上をかけてハルシュタットそっくりの町を作るというプロジェクトがあるほど注目され

ており、2018年にハルシュタットに宿泊した観光客の15%が中国人だったようです。ハルシュタ

ットの街並みについては「世界一」ともいわれるだけあり、心が洗われるような美しい風景でし

たが、スーパーの看板に「超級市場」と併記されるなどいたるところに中国語が目についたので、

観光客に媚びることなく、美しい風景を保ってほしいものだと思いました。 
ザルツブルグもユネスコ世界遺産に登録されている街であり、地名の由来はSalz（塩）Burg（城）

ということで、古くから岩塩の交易で栄えてきた街であり、小さい街ながらも見ごたえのある名

所が数多くありました。また、映画「サウンド・オブ・ミュージック」のロケ地であったことで

も有名であり、多くのファンが訪れるようです。私は中学校の音楽の授業で観たことがありまし

たが、ほとんど覚えていませんでしたので旅行直前に見直しました。公開が50年以上前とのこと

ですが、映画のままの風景が保たれており、シーンを思いだしながら聖地を見て回ることができ
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ました。ただ意外だったのが、オーストリアを舞台とし、オーストリア人を題材としたこの映画

が現地ではあまり有名ではないという点です。この映画はアメリカで作られたハリウッド映画で

あり、あまり普及していないため、日本では有名な作中で登場する「ドレミの歌」や「エーデル

ワイス」といった曲を知っている人もほとんどいないようです。ドイツやオーストリアでは、ト

ラップ大佐を題材にしたオーストリア産の「Die Trapp Familie」という映画が好まれているよう

で、「サウンド・オブ・ミュージック」とは少し話も違うとのことなので、機会があれば見比べ

てみたいと思いました。 
 
写真はハルシュタットの風景です。 

 

 
ジェトロ・ウィーン事務所 
産業機械部 尾森 圭悟 
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 皆様、こんにちは。ジェトロ・シカゴ事務所の小川です。 
 
 7 月に入りいよいよ待ちに待った夏本番の到来です。最高気温 35 度以上の猛暑日が続く

日もありました。夏になるとシカゴでは、ミレニアムパーク・サマー・ミュージックやテ

イスト・オブ・シカゴなど、音楽や食に関する野外フェスティバルが多く開催されます。

また、生活面でも、短い夏を楽しもうと、ランニングや BBQ など、屋外で活動する時間を

増やし、積極的に夏の日差しを浴びているようにもみえます。更に今月は、7 月 4 日の独立

記念日の連休もあり、あちらこちらで星条旗が掲げられ、全国各地で花火大会が開催され、

世間は夏休みモード一色でした。 
 
今回は、毎年恒例のシカゴ・ジャパンフェスティバルについて紹介します。シカゴ日本

人会及びシカゴ日本商工会議所の主催により、日本文化の紹介を通じて地域社会との交流

促進を図ることを目的に、1981 年から開催されている中西部最大の日本祭りです。今年は

6 月 16 日に、会場はこれまでのシカゴ郊外から、初めてシカゴダウンタウンにあるミレミ

アムパークとシカゴ・カルチャーセンターの 2 会場で開催されました。 
今年のテーマは、2020 年オリンピック・パラリンピック開催地「TOKYO」です。江戸・

東京の歴史や絆 Kizuna 8 と題した東北の姿を伝える写真展、生け花・盆栽などの展覧会の

実施、丼やラーメンなどの日本食屋台の出店に加え、特別ゲストの桂サンシャインさんの

英語落語会や、はるな愛さんのパフォーマンスなど、盛りだくさんの内容でした。また、

TOTO 社をはじめとする企業からの支援もあり、大変活気にあふれたイベントとなりまし

た。 
 
 最も楽しみにしていた日本食文化コーナーでは、「亀八」レストランから牛丼やからあげ

丼、「だるま」レストランからは牛肉の串焼き、「M スクエア」ケータリングからはお寿司

やラムネソーダ、「拉麺さん」レストランからラーメンやお好み焼きなどが提供され、どの

屋台も長蛇の列でした。また、展示と実演では、着物・浴衣・半被の着付けや、鎧甲の試

着、生花、折り紙、日本の絵画、工芸品、茶道、和菓子など、日本文化が一堂に並び、多

くの来場者が足を止めて見入っていました。 
 
ジェトロブースでは、アザラシ型セラピーロボットのパロを紹介しました。パロは世界

各地の医療施設や介護福祉施設などで使用されています。ここアメリカでは FDA（食品医

薬品局）により医療機器として承認されています。関心を示した方々がパロを抱っこして

写真を撮るなどして、パロとのふれあいを楽しんでくれました。驚いたことに、パロをす

でに知っていた現地の方もいて、アメリカでも浸透しつつあります。 
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当日の天候は、あいにくの曇り（のち雨）だったにもかかわらず、ダウンタウンの好立

地な場所での開催ということもあり、来場者は 25,000 人に達し、大盛況で幕を閉じました。

日本のキャラクターのコスプレをした来場者も多く、クールジャパンは確実に存在してい

ることも実感できました。是非、東京五輪では多くの外国人観光客の方にお越しいただき、

日本の文化や歴史を体験し、日本を楽しんでもらえたらと思います。 
 
 

 
シカゴ・ジャパンフェスティバルの様子 

 
ジェトロ・シカゴ事務所 

産業機械部 小川 ゆめ子 
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